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1. 事業概要 

 事業名称  

令和３年度 

「地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成等事業」 

冬季 AT ツアー造成事業③ 

 

  事業目的（仕様書より引用） 

北海道は欧米豪市場で人気の旅行形態であるアドベンチャートラベル（以降、「AT」という）の要

素である「自然との関連性」「異文化交流」「身体的活動（アクティビティ）」を全て備えており、滞

在期間が長く、地元への経済波及効果も高い AT旅行者を獲得するため、AT領域最大の協会であるア

ドベンチャートラベルトレードアソシエーション（以降、「ATTA」という）の世界的な商談会・イベ

ントであるアドベンチャートラベルワールドサミット（以降、「ATWS」という）の 2021 年大会を招致

した。 

 2021 年大会は新型コロナウイルス感染症拡大による入出国制限等の影響によりオンラインでの開

催となったが、本来であればサミット前に２～４日の行程で実施されるエクスカーションであるプ

レサミットアドベンチャー（以降、「PSA」という）、サミット初日に日帰りで実施されるデイオブア

ドベンチャー（以降、「DOA」という）が実施される予定であり、北海道においては PSA、DOA に合わ

せた AT ツアーの造成及び磨き上げを実施してきた。そのため AT ツアーの開催可能時期が「グリー

ン期」に集中している状況にあり、冬季を含めた通年での安定した AT ツアーの提供が求められてい

る。 

 そこで通年での AT 顧客の誘客をはかるために、北海道内の観光地域づくり法人（候補法人含む、

以降「DMO」）等と連携し、コンセプト・ストーリーを持った冬季の AT ツアーの造成を本事業にて実

施する。 

 なお、本事業にて連携する DMO は（一社）釧路観光コンベンション協会、（一社）網走市観光協会

とする。 

 

【連携する DMO 概要】 

（一社）網走市観光協会 

観光地域づくり法人の

申請区分 

地域 DMO 

(網走市) 

組織概要 平成 20 年設立。（一社）網走市観光協会が母体となり、協会理事や行政、会

員実務者、関係団体で組織する「網走観光戦略会議」で運営の協議を行う。 

旅行業登録 令和 2年度に地域限定に登録 

取組内容 網走市が魅力ある観光地として発展していくための中核組織の役割を担う

べく平成２０年１２月に一般社団法人化し、網走市総合計画や網走市観光振

興計画との整合性を取りながら、多様化する観光ニーズや増加するインバウ

ンド対策などに重点を置き、主に情報発信事業や JNTO 認定カテゴリーⅡの

外国人観光案内所の運営、観光資源の磨き上げを行っている。 
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（一社）釧路観光コンベンション協会 

観光地域づくり法人の

申請区分 

地域連携 DMO 

（釧路市、釧路市阿寒、弟子屈町） 

組織概要 行政、宿泊業者、飲食業者のみならず、交通事業者、農業者など多様な関係

者が参画する水のカムイ観光圏協議会が策定する実施計画に基づく事業企

画立案、実施、調整を行うためのプラットホームとして、平成 25 年 4 月に

前身の釧路観光協会から一般社団法人に改組して設立され、協議会の（一社）

釧路観光コンベンション協会が事業代表を担う。なお、事業実施に当たって

は、阿寒は NPO阿寒観光協会まちづくり推進機構、弟子屈は摩周観光協会が

それぞれ地域での事業を担いつつ、エリア全体の統括は（一社）釧路観光コ

ンベンション協会が行う。 

旅行業登録 令和 3年度に第 2種から第 3種に変更 

取組内容 国内外の観光プロモーションや教育旅行誘致、MICE 事業の取組み、チャー

ター便誘致、おもてなし人材研修なども実施。着地型旅行商品の代理販売を

行っている。JNTO認定カテゴリーⅡの外国人観光案内所となっている。 

 

 

【成果目標と成果指数】 

成果目標と成果指数 達成状況 

1～3泊の ATツアー造成数 2件以上 2件 造成 

4～6泊の ATモデルコース造成数 1件以上 1件 造成 

販売体制の構築 2件以上 2件 構築 

 

■1～3泊の ATツアー造成数 2件 

（一社）網走市観光協会にて 3 泊のツアー1 件、（一社）釧路観光コンベンション協会にて 3 泊のツア

ー1 件の計 2 件を、専門家の意見や海外の AT ツアーを取り扱っている旅行会社からの意見を反映して商

品を造成し、目標を達成した。 

■4～6泊の ATモデルコース造成数 

 モニターツアーの被招請者からのフィードバック、海外の ATツアーを取り扱っている旅行会社からの

意見を反映して網走と釧路を繋いだ 5 泊ツアーの 1 本を造成し、目標を達成した。また、招請者とコー

ディネーターの意見交換を行うことにより、コーディネーターの育成に繋がる磨き上げが実践できた。 

■販売体制の構築 

 今回の事業を通じて明らかになった課題点を整理し、解決すべきポイントを明らかにした上で、当面の

販売体制を構築し、目標を達成した。その結果、当面は今回の実施結果を踏まえて商品造成を行い、販売

については、インバウンドを中心としたテーラーメイドの旅行商品を取り扱っている委託事業者を窓口

とすることとし、将来的な AT旅行商品のコーディネーター組織として経験を積むこととした。 
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 事業内容骨子 
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（１）における専門家は下記の 2 名とした。 

【商品造成・実地研修 専門家プロフィール】 

Hokkaido Private Adventure  

Frederic Bastide（フレデリック バスティード） 

フランス出身。2017年より清里町に移住し、インバウンドのプライベートツア

ーのガイドを実施。知床の自然や野生生物、アイヌ文化に引き付けられ、知識

と感動を顧客とシェアすることを目的にガイド業に従事。道東一帯の案内を行

っている。個人の旅行者の受入の他、海外の旅行会社からの受入も行っており、

アドベンチャートラベラーが要望する事柄への理解がある。 

 

【実地研修  専門家プロフィール】 

通訳案内士  

益山 彩 

札幌市在住。東京生まれで、夫の転勤で北海道へ。子育てをしながら英語サーク

ルに通い、英語の楽しさに目覚め、2016年に全国通訳案内士資格を取得。クルー

ズのガイドの他、FIT を案内している。2019 年には ATTA 関係者を北海道のツア

ーに案内している他、PSAのスルーガイドにも選出されている。 
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 事業スケジュール 

事業実施スケジュールに関しては、下記の通りで進捗した。 
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※ 令和 3年度「地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成等事業  」 

冬季 ATツアー造成に向けた情報整理・研修事業「海外の先進地事例」 

※2 令和 2年度「訪日グローバルキャンペーン等に対応したコンテンツ造成事業」 

アドベンチャートラベル商品造成事業「AT ツアー評価シート」 

※3 令和 3年度「地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成等事業」 

冬季 ATツアー造成に向けた情報整理・研修事業「スルーガイドチェックシート  」 

 

「スルーガイド
チェックシート」※3

を活用する

課題の洗い出し
・不足している知識は何か
・必要な実地訓練は何か

・作成したｶﾞｲﾄﾞ資料の使い方

ツアー案 スルーガイド
ガイド内容資料作成

ア）各DMOごとに
１～３泊の冬季ATツアー造成

イ）アを組み合わせた
４～６泊の冬季ATモデルコース造成

①冬季ATツアーのモデルコース造成

②スルーガイドの育成

③ツアー実施・販売にかかる事項の英語化

スルーガイド研修

集約
ATツアー造成方法などの

マニュアル化

「海外の先進地事例」※
調査結果を参考

「ATツアー評価シート」
※2

を活用する

各種フィードバック反映

「海外の先進地事例」※
調査結果を参考

弊社ネットワークでの
ヒアリングも実施

課題の洗い出し
・ATツアー造成に関して不足している知識は何か

・同じく必要な実地訓練は何か 等

すべての業務において
各DMO コーディネーターと連携

他事業との連携本事業内別項目

派生成果物

専門家
助言

専門家
助言

モデルコースの完成

成果物

ツアー化成果物

モニターツアー

販売体制構築

④海外AT旅行会社を対象とした評価ヒアリングの実施

集約⇒文書化
スルーガイド育成プログラム

の作成

派生成果物

「ATツアー評価シート」
「スルーガイドチェック

シート」
※3

を活用する

「スルーガイド
チェックシート」

※3
を活用する

専門家
助言

資源調査～コンテンツ発掘・アクティビティ等検証
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 実施体制 

 本事業の実施体制は下図の体制で進捗した。 

 

 

 

 

 

 

 

統括責任者
株式会社北海道宝島旅行社
代表取締役社長鈴木宏一郎

本事業の実施体制

所属・氏名 位置づけ 具体的な役割

株式会社
北海道宝島旅行社
代表取締役社長
鈴木 宏一郎

統括責任者 - 事業全体の管理・説明責任

業務担当

コンプライアンス管
理

- 事業全体のコンプライアンス管理
- 総合旅行業務取扱管理者

＜コンプライアンス管理＞
株式会社北海道宝島旅行社

副社長大和寛（旅行業務取扱管理者資格）

- 事業全体の実務
- 各業務準備・運営・現地調整
- 報告書等文書作成

観光地域づくりチーム
雨池 さやか

＜業務担当＞
株式会社北海道宝島旅行社

観光地域づくりチーム 雨池 さやか

<各種アシスタント>
観光地域づくりチーム リーダー 常井 玄
観光地域づくりチーム 小濱 有希子

代表取締役副社長
大和 寛

事業主体：国土交通省北海道運輸局

連携するDMO

一般社団法人網走市観光協会

一般社団法人釧路観光
コンベンション協会
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 事業実施におけるコロナウイルス感染拡大の防止策に関して 

指定事業者としての責務を果たすため、政府方針、道の方針、各地域の感染状況等を考慮し、身体的距

離の確保・手指衛生等の十分な感染対策を講じた上で取材撮影・モニターツアーの実施にあたった。 

 

○現地訪問にあたり資料調査など十分に準備をおこない、ヒアリング時間は必要最小限度にとどめ、現地 

でしか得られない情報を効率的に収集。 

（電話・インターネットを活用したヒアリング方法も取り入れ、柔軟に対応） 

○訪問日程前に発熱・体調不良などの自覚症状がある場合は、速やかに申し出て当該スタッフは現地訪問 

には参加しない。（日程もしくは同行するスタッフを変更） 

○移動時の密閉・密集・密接の「３密」の状態を避ける取り組みをし、職員様・取材協力者様・地域住民 

様・スタッフ間の距離に十分に注意。 

○マスク着用の徹底、手指の消毒洗浄などの対策をおこなう。（ANTAのマニュアルに沿う） 

○訪問先の施設等において策定された感染拡大防止ガイドライン等に基づく指導がある場合はその指示 

に従う。 

 

北海道宝島旅行社としては、一般社団法人 全国旅行業協会「新型コロナ感染予防対策と感染が疑われ

る旅行者が発生した場合の対応マニュアル」を基に、社内の基準を作成し、ツアーを催行した。 
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2. 事業実施内容 

 冬季 AT ツアー造成 

冬季 AT ツアー造成にあたり、下記の手順で進めた。 

 

 上記に挙げた知見においては、以下の知見を活用した。 

知見 事業名 活用方法 

海外の先進地事例 令和 3年度「地域の観光コンテン

ツを活用したアドベンチャーツ

ーリズムのモデルツアー造成等

事業」冬季 ATツアー造成に向け

た情報整理・研修事業 

 海外の冬季 AT ツアーはどのよう

なものが販売されているのかの情

報共有 

スルーガイドチェックシ

ート 

 スルーガイドに求められる役割の

確認 

 スルーガイド候補の業務チェック 

AT ツアー評価シート 令和 2年度「訪日グローバルキャ

ンペーン等に対応したコンテン

ツ造成事業」アドベンチャート

ラベル商品造成事業 

 AT ツアー造成の際に、盛り込む必

要がある項目のチェック 

 完成した冬季ツアーの評価 

コンテンツを組み合わせ

て提供できるコーディネ

ーター育成 

令和元年度「訪日グローバルキ

ャンペーンに対応したコンテン

ツ造成事業」（２－２） 

アドベンチャートラベルコンテ

ンツ造成事業 

 コーディネーターに必要とされる

役割の確認 

 AT 旅行プランの調整・作成におい

て注意すべき点の確認 

2019年度 GCC事業 

AT コンテンツ磨き上げ 

 顧客に提供すべき情報（MIC）の内

容確認 

 

 

 

 

全体説明会
各DMOと関係するガイドに向けて、事業趣旨の説明と、現状
のアドベンチャートラベルについての情報共有及び商品造成
に関する意見交換を行った。

各DMO商品造成会議

専門家ヒアリング

旅行会社ヒアリング

資料の英語化

スルーガイド座学研修

スルーガイド実地研修①

スルーガイド実地研修②

各DMO毎に2泊～3泊程度の商品造成についての意見交換と
素材検証、モデルコースづくりを行った。また、スルーガイド候
補に対して、スルーガイドの役割についての研修を行った。

各DMOが造成した2泊～3泊程度の商品造成について、ATに
関わる専門家からの意見を聴取した。

各地のスルーガイドと共に現地を下見し、ガイド内容の検討を
実施した。検討したガイド内容はガイド資料に落とし込んだ。

各地のスルーガイドのガイドと、対応を専門家に見ていただき、
アドバイスを頂いた。

ATツアーを販売する旅行会社に、完成したモデルコースを見
せ、販売に当たり必要な情報や、懸念点をヒアリングした。

実際に販売するにあたり、旅行者に知らせなければいけない
情報を整理し、資料化・英訳した。

①ATツアー評価シート
②スルーガイドチェック

シート
③コンテンツを組み合
わせて提供できるコー

ディネーター育成

１

２ ３

４

５

６

７

８・旅行会社ヒアリング
・令和元度GCC事業

ATコンテンツ磨き上げ

知見 実施ステップ

①冬季ATツアー
海外先進事例

①スルーガイドチェック
シート

② 令和元年度GCC事
業（いずれもガイド資

料）
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 連携 DMO への事業説明会 

本事業を開始するにあたり、各 DMO とその関係者に対して、事業の説明およびアドベンチャートラベ

ルに関する知識の共有、課題等のヒアリングを実施した。 

 

■実施概要 

日時 令和 3年 11 月 12 日（金）13:30～15:50 

会場 （オンライン開催） 

◇京王プレリアホテル札幌 

◇網走セントラルホテル 

◇釧路市観光国際交流センター 

対象 ・網走市観光協会 

・網走 AT関係者 

・釧路観光コンベンション協会 

・釧路 AT関係者 

タイム 

スケジュール 

13：00     開場 

13：30     司会挨拶 

13：35     主催者挨拶 

        北海道運輸局 岩上 

13：45～14：15 AT ツアー造成に関わる基礎知識 

        北海道観光振興機構 菊地様 

14：15～14：20 海外事例紹介 

14：20～14：30 総括 

14：30～14：40 休憩 

14：50～15：05 AT ツアーコンテンツ案と想定モニターの発表 

15：05～15：45 各拠点からの意見交換他 

15：45～15：50 今後の予定 
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参加者一覧 

参加者（網走） 

氏名 所属 役職等 

戸村 元泰 （一社）網走市観光協会 DMO 担当マネージャー 

梅村 弘道 オホーツク自然堂 代表 

軍司 昇 コネクトリップ 会長 

道山 マミ コネクトリップ 副会長 

田中 聡志 mokki 代表 

五十川 佳恵 コネクトリップ 地域おこし協力隊 

バスティード フレデリ

ック 

Hokkaido Private Adventure 代表 

専門家／スルーガイド候補 

ダニエル・ユリン フリー スルーガイド候補 

 

参加者（釧路） 

氏名 所属 役職等 

福永 光昭 （一社）釧路観光コンベンション

協会 

事務局長 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション

協会 

DMO 推進室 室長 

橘 幸子 フリー スルーガイド候補 

芳賀 まりの フリー スルーガイド候補 

 

オブザーバー 

氏名 所属 役職等 

菊地 敏孝 （公社）北海道観光振興機構 アドベンチャートラベル

（AT）推進本部 

第２営業部長 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

岩上 健人 北海道運輸局観光部観光企画課 専門官 

加茂 聖和 北海道運輸局観光部観光企画課 課長補佐 

門間 俊也 北海道運輸局観光部国際観光課 課長補佐 

高木 梨菜 北海道運輸局観光部国際観光課 国際第一係 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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■当日提示した資料 

 アドベンチャートラベルに関する概要と事業説明のほか、ツアー行程案を提示した。 

＜主催者挨拶＞ 

   

   

 

＜ATツアー造成に関わる基礎知識＞  
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＜行程案＞ 

 この行程案は、地域素材選定発掘時の参考として使用した。  

【網走・釧路共通のストーリー】 

北海道東部は３つの国立公園（知床国立公園、阿寒摩周国立公園、釧路湿原国立公園）が存在するほど、

特異かつ希少な自然が残るエリアである。しかし、これほどの豊かな自然も、車で 30分以内で人の暮ら

すエリアに到着するくらい、自然と人の距離が近いことも特徴である。 

このツアーでは、野生生物の観察を通して、その地域の地形や環境、風土、人との関わりを、プラスの

面、マイナスの面も併せて知ることができる。 
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■参加者からの疑問点・意見 

【行程のテーマに関して】 

・野生生物がメインのテーマなのか、それとも地元の人の生活を覗くことがメインか。（道山氏） 

・流氷カヤックを入れているので、流氷と地域の人や産業との関わりを取り入れたい。（道山氏） 

・日本最大の釧路湿原が生み出し、釧路川を流れる栄養分によって、釧路港でおいしい魚が上がっている

というストーリーを持った行程にできれば良いと思う。（細川氏） 

・今のワイルドライフのテーマから、網走がどういうふうにしていったらいいかの例を挙げると、釧路で 

「タンチョウ」をメインにした場合、網走湖の氷下漁のところにいる「オジロワシ・オオワシ」を挙げ 

ることができる。なぜ、これらが来るかというと、漁師が魚を守るために、いらない魚を雪の上に放り 

投げることによって、それを狙ったワシが寄ってくる。このように漁師とオジロワシの関係が面白いと 

思うし、漁師が獲ったわかさぎをワシがどのように食べるのかを知った後に、実際に自身で食べてみま 

しょう、というような体験にしてみると、単にワイルドライフツアーというよりも、オホーツクの方の 

独特な漁などを絡めることで新規性を持たせることができる。（菊地氏） 
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【行程自体について】 

・プライベートツアーのお客様については、他の観光客と同じところに行くのではなく特別なものを案 

内した方が良い。（フレデリック氏） 

・網走の行程には、暮らしぶりがわかるプログラムを入れたい。そのため、地域の飲食店と連携して食事 

を提供していきたい。（道山氏） 

・飲食店に新たな商品を出していただくのは難しい。その辺りの判断やストーリーの作り方がわからな 

い。町全体で取り組んでいきたいと考えているので、遠慮なく言ってほしい。（戸村氏） 

・手間がかかっても、高いお金を取ってお客様の好みのメニューを事前に準備してもらう体制を作れば 

よいと思う。（フレデリック氏） 

・いつも出したことのないメニューを飲食店に出してもらうのは、負担になるし、「本当にこれは今後売 

れるのか」という疑念にもなる。そのため、いつも出しているメニューの中で出してもらうのがベスト。 

ストーリーの話を居酒屋に代わって、話すのがスルーガイドの役割。行く前にスルーガイドと飲食店が 

「なぜ、ここでこう言った食べ物を食べるのか、作ってくれたのか」という話を聞いて、忙しければス 

ルーガイドが話す。大将が話したい、ということであれば、スルーガイドは話さない。そこは居酒屋さ 

んに花を持たせる。そういう立ち居振る舞いが重要。お客さんから直接「おいしい」が聞けて、それが 

2 回 3回と続けば、「じゃあ、特別料理を作るか」となるのが良い。どちらが話すかを、戸村さん、居 

酒屋さん、スルーガイドが事前にすり合わせを行っておくのが良い。地域の方には負担を掛けないこと 

が第一。（菊地氏） 

・アドベンチャートラベラーの年齢設定は何歳か。もし 60～70代の方が来た際は体力的について行けな 

いのでは。（梅村氏） 

・釧路に関しても「食」が重要なので、例えば日本食を体験できるような釧路ならではの料理体験なども 

できる。（細川氏） 

・例えば、一緒に和商市場に行って食材を選んでもらって、お客様のお好みに合わせて料理体験をするこ

とができる。そういった体験も人気なのか。（橘氏） 

・（上記回答）あり。九州の事例では、地元のスーパーに行き、地元の食材でそれぞれの国の食事を作っ

て、交流もある。一方でオホーツク・根室・釧路でよくあるのが、全て一番の御馳走が海鮮になってし

まう。ぜひ、網走と釧路ではどんな調理方で出すのか、同じ形ではなく少しずつ違う方法での提供方法

を考えてほしい。網走と釧路を一本のツアーにしたときに「ここでしか味わえない」ことが演出できる。

食のバランスを意識してほしい。欧米の人も食べることが好きなので工夫してほしい。（菊地氏） 

・釧路では、カヌーに乗りながらやトレッキングをしながらタンチョウウオッチをする等のアクティビ

ティがあるので、それらを行程に組み込んでいければと思う。（細川氏） 
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【受入体制関係】 

・スルーガイドは決まっているのか。（道山氏） 

・海外の顧客がけがをした場合の補償が整わず、その時にいたガイドに責任を押し付けられる状態にな 

ると、ガイドは協力しづらくなる。主催者として、招聘する側としてどのような対応を取るのか（田中 

氏） 

・海外のお客様を受け入れるにあたり、旅行会社によっても異なるかと思うが、スルーガイドが取得しな 

ければいけないライセンスや基準などはあるのか。また、スルーガイドは一緒にアクティビティを体験 

する必要はあるか（道山氏） 

・今回のモニターツアーは、スルーガイドは網走・釧路の通しでつくものなのか。（細川氏） 

・今回のモニターツアーは、旅行会社の方がついて旅程管理をするという話だったが、スルーガイド・ア  

クティビティガイド・添乗員が付くのか。実際のツアーになった場合、添乗員はつくの 

か。（橘氏） 

・日本の旅行会社市場・海外の旅行会社市場とすると、主催した旅行会社にまず責任が来る。しかし、実 

際に事故処理を行っていくと、現場でどのような形を取っていくかというと、現場で過失があるかない 

かの検証を実施する。保険の加入の有無の確認、どれくらいの規模のものか、事前にどのような安全確 

認事項はどのように行ったのか、その後主催側の旅行会社の保険で対応する。ただ、今回のモニターツ 

アーについては、ツアーを行う際とは違うため、全ての過失や保険は旅行会社の責任で行う。ただ、そ 

の中でアクティビティを行う上で事故が起こった際の瑕疵がガイドさんにあった場合は、その都度 

相談して対応をする。（菊地氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

19 

 

 （一社）網走市観光協会 

  ツアー商品造成会議 

 

■実施概要 

日時 令和 3年 11 月 23 日（火）10：30～12：00 

会場 コネクトリップ 

対象 ・網走 AT関係者 

・網走スルーガイド候補 

タイム 

スケジュール 

10：30～12：00 行程の造成 

 

■参加者一覧 

参加者（網走） 

氏名 所属 役職等 

戸村 元泰 （一社）網走市観光協会 DMO 担当マネージャー 

軍司 昇 コネクトリップ 会長 

道山 マミ コネクトリップ 副会長 

五十川 佳恵 コネクトリップ 地域おこし協力隊 

田中 聡志 mokki 代表 

ダニエル・ユリン フリー スルーガイド候補 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 

 

■当日確認した事項 

 網走の冬の素材と言えば流氷である。 

 一次産業も観光も流氷によって支えられている。ただし、流氷は沖に流されて見られない可能性があ

る。そのため、確実に流氷を見るには 2日以上の滞在は必須である。 

 また、流氷は 1 月下旬に来て、安定して見ることができるのは 2 月上旬である。 

 

 わかさぎの氷下漁見学は行きも帰りもスノーシューで実施。 

 わかさぎの氷下漁は見てほしいコンテンツ。氷下漁自体も珍しいし、普段見ることができない数のワシ

を見ることもできる。 

普段はスノーモービルでスポットまで行くが、スノーシューで往復するわかさぎ漁見学もある。アドベ

ンチャートラベラーには体を動かすスノーシューでの往復の方を提供したい。 
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 プライベートのワカサギ釣り体験を組み込む。 

 毎年網走湖畔前でわかさぎ釣り会場が設置されるが、お客さんがいっぱいいる。今年からコネクトリッ

プでもワカサギ釣り体験を受入れはじめた。あまり人数は受け入れられないので、プライベート感を出す

ことができる。 

 

 食が海鮮続きになることが懸念される。 

 網走と釧路の行程は、どちらも食のメインが海鮮。食べ方も比較的似ているため、同じような食事が続

いてしまうことが懸念される。どこかで、コネクトリップで地場の食材を使った軽い食べ物を提供するこ

とにした。 

 

 能取岬スノーシューの魅力について。 

 流氷が陸に打ち上げられているため、間近で見られるアクティビティである。また、滝も多く、氷瀑に

なっている箇所も多いため、そちらも見どころ。最近はアイスクライマーなども増えてきたが、プライベ

ート感はあると感じる。 

 

 流氷カヤックの実施について。 

試験実施 4 年目になるアクティビティである。漁協とすり合わせて、モンベルの人々にもツアーを見

ていただき、販売できそうな状態。流氷が海に漂った状態で一番近くで見ることができるアクティビティ

である。 

 

 網走全体を説明できる施設について。（歴史、文化、野生生物について） 

 網走周辺全体を説明できる資料館や博物館がない。北方民族博物館は「この土地が古代から人が住みつ

くほど、食料が豊富だった土地であること」、「カヤックがこの土地にとって重要な要素である」、「流氷の

南限である」ことを説明できるが、現在のこの土地の説明ができる場所ではない。 

現在の様子が必要ならば、野鳥の説明ができ、かつ現在のこの土地の特性をガイドできる濤沸湖水鳥・

湿地センターを組み込んでみてはどうか。 
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■完成したモデルコース行程案 

【ストーリー】 

渡り鳥であり、絶滅危惧種であるオジロワシが、留鳥として数多く留まっている網走。食物連鎖の上

位にあるそれらがこの地にとどまる理由を、様々な角度からの流氷の観察を通して知ることができる

ツアーです。 

流氷がもたらす養分は地域の一次産業である漁業と農業、三次産業である観光業を支えている重要

な役割を担っています。温暖化の影響であと 30年ほどでなくなってしまう可能性のある流氷を間近に

感じながら、自然の不思議がもたらす流氷と産業と野生生物の関係を観察しましょう。 

 

 

 

【専門家コメント】 

 この地域で重要なものは、流氷である。温暖化によって 30年後には見られなくなってしまう可能

性があり、さらに地域の産業に大きな影響を与えているものである。 

 流氷はその日の風向きで沖に流されてしまうとみられ、色々なアクティビティで、かつ 2 日以上

流氷に関わるアクティビティを入れることで、流氷を見られる確率を上げることが重要。 

 流氷を見た後に地域の産業を見ることで、その大切さがわかるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日目

2日目

3日目

DAY

13:00北方民族博物館（エリア概要）→
14:00濤沸湖水鳥・湿地センター（野鳥観

察のコツのレクチャー）→
15:00網走流氷観光砕氷船おーろら→北天
の丘チェックイン→網走市内夕食

8:30能取岬スノーシュー（3時間程度）
→網走市内昼食→

13:00流氷硝子館にて着替え→
13:40ポイントまで移動し、オホーツク海
カヤック→14:40流氷硝子館 施設見学→

ホテル戻り

9:00スノーシュー＆わかさぎ氷下漁見学→
12:00コネクトリップ 地域食材昼食

→13:30わかさぎ釣り→
ホテル戻り

18:00網走番屋 夕食

行程

●地域に関するブリーフィング
・北方民族博物館→地域が北方圏にあること、古くから
野生生物に親しんできているということを知る。
・水鳥湿地センター→地域の水鳥について知る。また双
眼鏡などを通しての野鳥観察の方法を知る。

●流氷について知る一日
※ただし、流氷が沖に来ていない可能性あり。
・能取岬→流氷接岸時には、打ち上げられた流氷がみら
れるスポット。あまりの寒さに氷瀑がみられる。
・流氷カヤック→流氷が目線の位置でみることができる
カヤック。網走を漁業の町たらしめる、オホーツク海を
カヤックで楽しむ。

●産業と野生動物の関わりを知る。
・スノーシュー＆わかさぎ氷下漁見学→北海道一のワカ
サギの漁獲量を誇る網走湖の特殊な漁法見学。漁獲され
る魚と、それを狙う猛禽類の様子を観察できる。
・ワカサギ釣り→実際に自身でもわかさぎを釣って見て、
網走のわかさぎを味わう。

備考
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■ATツアー評価シートでの確認 

AT ツアー評価シートを活用して、ATツアーに必要な要素を確認した。コンセプトやその土地らしさを

十分に感じられ、サステナビリティを訴える行程ではあるが、実際の旅行者を受け入れた経験がないた

め、どのくらいの需要があるか、旅行者が求めているサービスについての知見が不足している。 

AT ツアー評価 

シート（小分類） 

項目名 評価 

ターゲット設定 ・ターゲット設定の明確性 

・ターゲット設定の適切さ 

AT旅行者の受入や海外のFITを取り扱う旅行

会社との直接の取引の経験がないため、どの

ような層が対象となるのかのイメージが持て

ていない状態である。 

コンセプト・ス

トーリー 

・ツアーコンセプト設定 

・ストーリー設計 

・コンテンツの流れや順番 

・その体験をする意義 

・ツアー行程全体での緩急（メリ 

ハリ）の設計 

コンセプトについては、「流氷」をはじめ、産

業とアクティビティ、野生生物のコラボレー

ションが見られる、この地だからこその内容

ができている。また、全体に緩やかなものだ

けでなく、一部ハードなもの（流氷カヤック）

も含まれたチャレンジ要素を含んだものであ

る。 

AT3 要素 ・自然 

・アクティビティ 

・文化体験 

自然、アクティビティ、文化体験の 3要素を

含んだ行程となっている。 

体験価値を引き

上げる要素 

・WOW ファクターの設計 

・ストーリーテリング 

・エンターテイメント 

・知識 

流氷自体が WOW ファクター。また、わかさぎ

氷下漁という迫力のある産業の様子が見ら

れるのも、単なるスノーシューだけでは味わ

うことのできない体験価値である。 

ただし、エンターテイメントや知識について

は、スルーガイドの力量によって差が出てし

まうため、未知数。 

ツアー設計 ・来日直後の疲労への配慮 

・来日直後の基本案内 

・快適さへの配慮 

・ツアー全体像の提示 

・ツアーに関わる日本の基礎説明 

・ツアーに関わる 

エリア・歴史の基礎説明" 

・その土地らしいおもてなし 

（お茶・お菓子・お酒等）" 

・その土地らしい食事の設定 

・食事でのインタラクションの設 

 計 

・その土地らしい宿泊施設 

想定としては、前日に入ってきていただき、

半日休みがあるため、来日直後の疲労へのケ

アは十分にできている。 

同様に、博物館などの施設を組み込んだた

め、十分に地域を知った状態でアクティビテ

ィを楽しむ行程となっている。 

しかし、海鮮・和食に偏った食事が想定され

るため、その辺りの調整が必要である。 
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コンテンツ設計 ・インフラの適切さ 

・ユニークさ 

・自己変革 

・心身の健康・健全への貢献 

・身体的な挑戦 

・心理的な挑戦 

この土地ならではの体験があり、自然が直接

人の生活に関わってくる（地球温暖化による

流氷の減少など）のを目の当たりにすること

で、自己の行動を改めるきっかけを作ること

ができる設計になっている。 

サステナビリィ ・環境や社会へ過度など負担をか 

けていないか、もしくは最小化 

に努めているか 

・使い捨てプラスチック削減の努 

 力 

・行程内でのローカル消費の度合 

 い 

流氷と関わる人々の生活がサステナビリテ

ィを感じるものである。 

かつ、ガイド事業者であるコネクトリップが

地元の人（ガイドが全員兼業）であり、地元

の食にこだわったアクティビティを提供し

ているため、ローカル消費の度合いは高い。 

商談等の販売体

制 

・商談等の販売体制 

・パンフレット・商品情報整備 

・販売チャネル確保 

・提供可能時期 

・体験可能性の観点 

直接海外の旅行会社とやり取りができる準

備はできていない。 

販売に耐えうる

商品設計 

・内容や強度のオプション設定 

・食事の好みや宗教等への対応 

・インタラクティブな体験設計 

・アクティビティ要素の追加 

・その土地らしさ 

・自然と文化が融合した体験 

・地元の人との触れ合い 

・体験内容・強度の適切さ 

・レベル設定に合わせた適切なチ 

ャレンジ要素設定 

その土地らしさや地元の人とのふれあい等、

ローカルさを前面に押し出した体験を設計

した。 

しかし、食事についてはベジタリアンやビー

ガンなどの対応は非常に難しい状態である。 

PSA/DOA として

の品質確保 

・手配書/申込書；Operation Sheet 

の英語版 

・参加者への最小限の情報シー 

ト；MIC – Minimum Information 

to Client の整備 

・安全に関する免責事項の確認書 

類；Safety disclaimer の整備 

・ファーストエイドの資格 

・ファーストエイド設備 

・体力的な問題への対応 

・欧米顧客サイズへの対応 

・使用ギアの品質・新しさ等 

商談等の販売体制同様、直接海外の旅行会社

とやり取りができる準備はできていない。ギ

アについても日本人の受入想定であるため、

欧米サイズの取り揃えが少ない、 

基本的なファーストエイドの資格や、ガイド

2 名体制での案内による、体力的な問題への

対応はできている。 
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・プラン Bの用意（代替策） 

・MIC、Disclaimer の英語整備 

・緊急行動計画；EAP - Emergency 

Action Plan の整備 

・英語対応 
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 スルーガイド研修 

 スルーガイド候補に対して、スルーガイドチェックシートを配布し、業務内容と求められる役割につい

てレクチャーした。スルーガイド候補の五十川氏とダニエル氏は、ガイド経験がないものの、地域との連

携は図れていることに加え、アクティビティガイドとも既に連携が取れている状態であることから、スル

ーガイドに求められている役割のうち、通訳業務の確認を重点的に行った。 

2.2.2.1. 座学研修 

日時 令和 3年 11 月 23 日（火）10：00～10：30 

会場 コネクトリップ 

対象 ・網走 AT関係者 

・網走スルーガイド候補 

実施内容 ・スルーガイドの業務の確認 

・スルーガイドチェックシートを活用し、必要なスキルの確認 

・プログラムシートの作成について 

タイム 

スケジュール 

10：00～10：30 スルーガイド（AT ガイドの業務）の確認 

 

■参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役職等 

戸村 元泰 網走市観光協会 DMO 担当マネージャー 

軍司 昇 コネクトリップ 会長 

道山 マミ コネクトリップ 副会長 

五十川 佳恵 コネクトリップ 地域おこし協力隊／ 

スルーガイド候補 

田中 聡志 mokki 代表 

ダニエル・ユリン フリー スルーガイド候補 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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■配布した資料 

①スルーガイドの役割 

   

 

②スルーガイドがやることリスト（標準手順） 
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③スルーガイドチェックシート 

 

スルーガイド評価シート

役割

役割

分解

チェック・採点 チェック・採点

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8

9

10

11

12

13

14

15

チェック・採点 チェック・採点

1 1

2 2

3 3

4 4

5

6

7

8

9

チェック・採点 チェック・採点

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8

項目名

項目名

項目名

③　安全管理②　英語対応①　旅程管理

項目名

⑥　サステナビリティへの配慮⑤　コミュニケーション④　コーディネート

合計 顧客への情報提供
顧客に対し、サスティナビリティについて一方的に説くのではなく、

顧客と双方にやり取りし、行動を選択させることができる。
確認できれば✓

合計

緊急行動計画の把握
緊急時にどのような行動をとるか、旅行会社や運送業者、ガイドなど

との連携を事前に確認ができる。
使い捨てプラスチック削減の努力

ツアー中の飲料水や食事提供時に極力使い捨てプラスチック等の使用

削減についての行動を起こしているかどうか（新型コロナウィルス対

策の観点等でやむを得ないものは除く。ただし使い捨て品であっても

素材をプラスチック以外にするなどの配慮がみられる）

確認できれば✓

訪問先の医療体制の把握 緊急時の地域の医療体制の把握ができている 文化財や歴史遺産等の保護などの知識
地域の文化財の保護や歴史遺産などの知識や条例の知識を持ち、適切

な利用を参加者にアナウンスすることができる。
確認できれば✓

災害発生時の情報

宿泊施設の非常口や非常設備の把握、また地域の避難場所や配給場

所、情報を取得できる場所などに対する事前の知識を有しているか。

または、情報を取得できる状態であるか。

自然保護などの関連条例や法案などの保護などの知識
自然公園法やエコツーリズム推進法、地域の条例などの各種知識を有

し、適切な利用を参加者にアナウンスすることができる。
確認できれば✓

ファーストエイド設備 適切なファーストエイド用の設備等を携行している

3.万全の備えがある（加点2）

2.ある程度の備えがある（加点1）

1.全く備えがない（減点2）

環境や社会へ過度な負担に関して参加者への案内
サスティナビリティや環境保護に関する知識を持ち、かつ参加者へ選

択肢を案内ができる。
確認できれば✓

ファーストエイドの資格 ファーストエイドの資格を有している

3.国際基準のものを有している（加点2）

2.国内基準のものを有している（加点1）

1.有していない（加点なし）

入場料・使用料等と自然保護との関係性の説明
自然体験等に際して入場料が必要な場合には、その費用がどの様に自

然や動植物保護などに使われるのかの説明をしている。
確認できれば✓

評価の観点 評価方法

提供しているツアーの安全に関する免責事項に関する理

解
Safety disclaimerについて説明ができるか。 自然発生的な文化体験の説明

顧客と同行する中で偶然に出くわす文化体験を見逃さず、すかさず説

明ができる。
確認できれば✓

項目名 評価の観点 評価方法

合計

地域との連携
顧客の情報を地域のガイドに伝えたり、地域のガイドのトークをうま

く引き出し、顧客に伝えることができるか。
確認できれば✓

参加メンバーの力量や異変への観察能力

参加者の状態をいち早く察知し、調整や声掛けを行うことができる。

また、一方的な説明等により、顧客が飽きたりしているのを察知し、

フォローを行うことができる。

確認できれば✓

エクスペクテーションマネジメント（顧客の期待値への

対応）

旅行者の好みを知り、それに合わせたガイディングやガイドとの連

携・調整ができるか。顧客が求める難易度に応じたチャレンジをガイ

ドと連携し、提供することができるか。

確認できれば✓

合計
地域の特性やアクティビティについて端的に伝えられる

か

地域の特性やアクティビティについて、アクティビティガイド等の話

を端的に伝えられるか。また、移動の車内での説明も長すぎず伝えら

れるか。

確認できれば✓

通訳案内士資格保有
通訳案内士の資格を保有しているか。または、語学レベルがネイティ

ブかつ地域の文化に対して深い理解があるか。
確認できれば✓ インタープリテーション

相手の理解度やバックグランドの違いに合わせて、案内や情報提供を

行うことができる。
確認できれば✓

専門用語への対応
ガイドを行う上で自然現象や各種名前の案内等を行う際に、その単語

を説明する語彙があるか。

3.万全の準備があり、説明ができる（加点

2）

2.ある程度の備えがあり、ある程度の説明

ができる（加

点1）

1.全く備えがない/説明ができない（減点

2）

グループマネジメント
参加者同士の関係性構築やツアー中の雰囲気の醸成のフォローができ

ている。
確認できれば✓

正確で端的に伝える

地域のガイドの説明を、正確で端的に外国語で参加者へ伝えることが

できるか。長すぎてもフラストレーションに繋がるため、適切な長さ

になるよう心がける。

確認できれば✓ エンターテイメント
ジョークを織り交ぜたり、サプライズを入れ込むなど、顧客を楽しま

せる工夫ができる
確認できれば✓

英語対応 流暢でなくても、適切かつ端的にツアーを案内できるか。

5.ネイティブレベルの英語で丁寧に案内が

できる

4.ESLレベルの英語で丁寧に案内ができる

3.やや片言であるが英語での案内がでる

2.一部を英語で案内ができる

1.全く英語での案内はできない

リーダーシップ
判断を求められた際に、自身で状況を判断し、選択ができるか。ま

た、それを参加者や地域の人々が納得できるよう説明が可能か。
確認できれば✓

評価の観点 評価方法 評価の観点 評価方法項目名

旅程管理者主任資格

旅程管理業務の資格を持っているか。

※注：現場の旅程管理の一切の責任を日本の旅行会社から委託されて

いる、という点で「旅程管理者主任資格」が必要。

※ただし、旅程管理者主任資格は旅行会社もしくは添乗員派遣会社に

所属しなければ取得できない業界内の資格（実務経験必要）。

そのため、旅行会社に所属できていない場合、資格が取得は困難な場

合が多い。勉強のみなら可能。

確認できれば✓ 快適さへの配慮

コンテンツ間の移動時に、必要に応じてコンビニやトイレ等に立ち寄

りしたり、車に疲れたたりしないように適宜配慮した行程・催行を行

う。

確認できれば✓

確認できれば✓

ツアー全体像の提示

来日直後、そして数日おきにツアー全体像を確認し、どのような体験

が期待できるのか、また天候などに懸念がある場合にどのような問

題・変更可能性があるのかを伝える。

確認できれば✓

サービス内容の変更についての対応
旅行に関する計画に定めるサービスの内容の変更を必要とする事由が

生じた場合の代替サービスの手配や手続きがスムーズに行えるか。
確認できれば✓ 食事の好みや宗教等への理解

アレルギーはもちろん、食習慣や宗教上の理由で食さない物がある場

合や好まない物がある場合などの知識があるかどうか。
確認できれば✓

トラブル対応

トラブルを未然に防ぐために、常に物事について先回りして考え、か

つ様々な状況を想定した上で現在の行動をとることができるかどう

か。また、怪我や病気、宿泊施設の部屋での不具合、失くしもの、事

故など、旅行中に起きた様々なトラブルに冷静に対処できる能力があ

るか。

確認できれば✓ 行程のストーリー、コンセプト理解

ツアーのテーマについて理解し、テーマを理解できるような情報提供

ができるか。

全体から部分を見せていくように、適切な情報提供ができているか。

確認できれば✓

確認できれば✓ 訪問先のコンディションに対する事前情報収集

毎日の天候や起こりうるリスクに対する情報収集、万が一の悪天候の

場合の代替案に関する情報を事前に調査している。場合によって代替

案の情報も持っている。

確認できれば✓

宿泊施設へのチェックインと注意事項や朝食場所などの

案内

宿泊施設へのチェックインなども添乗員がまとめて行うことが一般

的。ルームキーをお客様に配布し、宿泊施設で過ごす上での注意事項

やインターネット利用の仕方などについての案内、当日の夕食や、翌

日の朝食についての案内を行う。チェックアウトは顧客自身で行うこ

とが多いが、その方法と翌日の集合場所と時間のアナウンスを行う。

これらの業務がスムーズに行えるか。

確認できれば✓ 地域資源に対する事前情報収集

その土地の自然や歴史を学び、その体験をすることの意義が感じられ

る情報提供ができるか。欧米や他地域と比べたユニークな点を案内で

きるか。

確認できれば✓

評価の観点 評価方法 評価の観点 評価方法

提供しているツアーのMIC（参加者への最小限の情報

シート；MIC -Minimum Information to Client）に関

する理解

MIC -Minimum Information to Clientについて、販売主体との情報

共有及び認識のすりあわせが十分にできているか。
地域への貢献に対する理解

地域の産品や特産品の知識、また地域のガイドへの貢献等の知識を持

ち、かつ参加者へ案内できる。
確認できれば✓

チケットなどの手配と管理

移動手段となる飛行機や船、列車などのチケット、また観光地である

美術館や博物館、あるいは観光スポットのチケットなどを手配し、必

要に応じて現地で購入し、お客様への配布等の業務がスムーズに行え

るか。

確認できれば✓ アクティビティに対する事前情報収集

ツアー内のアクティビティに関する必要な装備品やコース概要、アク

ティビティの基本情報（提供可能時期、体験可能性など）施設の利用

方法や、ガイドの特性などを事前に調査しているか。

確認できれば✓

旅行の総合案内
旅程のアナウンスや集合時間、集合場所など旅程全体の管理ができて

いるか。
確認できれば✓ 参加者に対する事前情報収集

事前にどのようなお客様であるか、旅行会社の情報を得て、理解して

いる。
確認できれば✓

お客様の安全管理や健康管理

ツアーのお客様が安全に旅行を楽しめるように常に気を遣い、お客様

の様子を注意深く見守る。バスで移動するツアーであれば、バスに乗

り込んだ際には必ず点呼をしてお客様全員が乗っているかチェックす

る。また、体調の悪そうなお客様には積極的に声をかけて小さな変化

も見逃さないようにする。これらの業務がスムーズに行えるか。

合計 来日直後の基本案内

日本でのマナー、ルール、コンビニエンスストアの話や、インター

ネット環境など、身の回りの基本的な事項についての情報を提供す

る。

確認できれば✓

ツアーに関わる日本の基礎説明

ツアーを楽しむ上で把握しておくべき、日本の基本的な自然や歴史・

文化的な背景などの説明を行う。その際に、日本人なら誰でも知って

いる固有名詞も海外の人はわからないため、その辺りも考慮をした単

なる翻訳ではない説明を行う必要がある。

ツアーに関わる

エリア・歴史の基礎説明

ツアーを楽しむ上で把握しておくべき、エリアに関する基本的な情報

を説明する。
確認できれば✓

時間に関する案内
移動の所要時間や、休憩の終了時間・集合時間食事の時間、アクティ

ビティの所要時間等、適切に時間の情報提供ができるか。
確認できれば✓

合計

翌日の情報共有
前日に、翌日のアクティビティに関しての情報共有を行い、天候に関

するアナウンスや顧客の持ち物の案内をする。
確認できれば✓

持ち物・装備品の確認
前日、およびアクティビティ開始前に顧客の装備の適・不適を確認す

る。
確認できれば✓

③安全管理（≒アクティビティガイド）　（ツアー催行時の安全管理、また負傷時や災害発生時などの緊急時に関するスキル・知識などが十分にあるか。）

④コーディネート（≒コーディネーター）

⑤コミュニケーション力（≒エクスペディション・リーダー）

⑥サステナビリティへの配慮（≒ATツアーのスルーガイド）

ス　ル　ー　ガ　イ　ド　（ATツアー催行時に全体を一貫して管理・演出する役割）

インタラクティブな空気感の醸成

スルーガイドやアクティビティガイド、訪問先で出会う人々からの一

方的なコミュニケーション（説明等）ではなく、お客様に考える余白

を与え、ガイドとお客様、お客様と訪問先で出会う人々やモノコトと

のインタラクティブなやりとりを促す空気感の醸成、またはそのアシ

ストができているか。

確認できれば✓

①旅程管理（≒ツアーリーダー、添乗員）

②英語対応（≒通訳案内士）

地域の関係者とのネットワーク及び日ごろの密接なコミ

ニュケーション

現場での臨機応変な対応等を可能にするための要素の一つである、地

域関係者とのネットワーク及び関係構築はできているか。
確認できれば✓



 

28 

 

2.2.2.2. 実地研修① 

■実施概要 

日時 令和 3年 12 月 17 日（金）9：00～15：00 

会場 コネクトリップ 

対象 ・網走 AT関係者 

実施内容 ・アクティビティガイドとともに現地を回り、オペレーションの確認 

・ストーリーの確認 

 

■参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役職等 

軍司 昇 コネクトリップ（流氷硝子館） 会長 

道山 マミ コネクトリップ 副会長 

五十川 佳恵 コネクトリップ 地域おこし協力隊／ 

スルーガイド候補 

田中 聡志 mokki 代表 

バスティード フレデリック Hokkaido Private Adventure 代表 

専門家／スルーガイド候補 

ダニエル・ユリン フリー スルーガイド候補 

荒木 誠  コネクトリップ スルーガイド候補 

山根 伸也 コネクトリップ カヤックガイド 

吉田 文哉 コネクトリップ カヤックガイド 

滝川 朗正 コネクトリップ スノーシューガイド 

宮津 学 コネクトリップ スノーシューガイド 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

岩上 健人 北海道運輸局観光部観光企画課 専門官 

加茂 聖和 北海道運輸局観光部観光企画課 課長補佐 

門間 俊也 北海道運輸局観光部国際観光課 課長補佐 

高木 梨菜 北海道運輸局観光部国際観光課 国際第一係 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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■スルーガイドの情報と選定理由 

スルーガイド候補 

Hokkaido Private Adventure Frederic Bastide（フレデリック バスティード） 

フランス出身。2017 年より清里町に移住し、インバウンドのプライベートツアーのガイドを実施。知

床の自然や野生生物、アイヌ文化に引き付けられ、知識と感動を顧客とシェアすることを目的にガイ

ド業に従事。道東一帯の案内を行っている。個人の旅行者の受入の他、海外の旅行会社からの受入も行

っており、アドベンチャートラベラーが要望する事柄への理解がある。。 

選定理由 

既に旅行会社や個人の FIT を受け入れているガイドであり、アドベンチャートラベラーが求めること

への理解があるため、適任であると判断した。 

 

スルーガイド候補の 

フリー Daniel Julin（ダニエル ユリン） 

スウェーデン出身。普段は網走にある東京農業大学の英語の非常勤講師をしながら、個人の教室を運

営し、英語とドイツ語とフランス語を教えている。自転車で網走市内を移動し、登山などを行うなどア

ウトドアアクティビティに明るい。 

選定理由 

自身がアウトドアガイドに興味があるため、適任であると判断した。 

 

スルーガイド候補 

ひつじ日和 荒木 誠 

普段は民宿を経営・管理している傍ら、バードウオッチングや環境省と知床財団等によって策定され

た知床五湖登録引率者として知床周辺のガイドを実施している。インバウンドの受入も行っており、

対応についても知見がある。 

選定理由 

既に旅行会社や個人の FIT を受け入れているガイドであり、アドベンチャートラベラーが求めること

への理解があるため、適任であると判断した。 

⇒モニターツアー当日については、新型コロナウイルス濃厚接触者の疑いがあり、辞退。 

スルーガイド候補 

網走市地域おこし協力隊 五十川 佳恵 

清里町出身。マレーシアにて就業経験後、3年前よりコネクトリップの窓口と運営管理を行っている。

コネクトリップの英語対応担当として、アシスト業務も兼任している。 

選定理由 

語学が堪能であり、コネクトリップのガイドやコースについての理解もあるため、適任であると判断

した。 

⇒モニターツアー当日については、網走市内における新型コロナウイルス感染拡大のため、市より参加の

見合わせ打診があったため、辞退。 
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■実地内容 

 

地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成等事業 
冬季 AT ツアー造成事業③ 網走 実地研修行程 

 
日時：12 月 17 日（金）9 時～15 時 
集合場所：コネクトリップ 
実施趣旨：連携するアクティビティガイドとの顔合わせと趣旨説明、現場とオペレーションの確認 
【なぜ実施が必要か】 
・AT ツアーのスルーガイドの役割として一番重要なのは「お客様への事前情報提供」 
 次の日の服装や天候、次のアクティビティの詳細と所要時間、移動時間や休憩場所の確認など、お客様 

が自分で服装や持ち物を判断するための事前情報提供が必要。 
 →アクティビティガイドとの連携が必要 
・ストーリーとして何を話すことが必要かの確認 
 →スルーガイド／アクティビティガイドがどの時点で何を話せば、コンテンツ間を埋めるストーリー 

を話すことができるのかの確認が必要 
・アクティビティガイドとの詳細詰め 
 
【行程】 
9 時 00 分 集合／趣旨説明 
9 時 10 分 網走湖わかさぎ漁オペレーション確認／ワカサギ釣りオペレーション確認／ 

・動画や写真などでイメージ共有（網走湖わかさぎ漁／能取岬） 
流氷カヤックドライスーツの脱ぎ着確認 

・網走わかさぎ漁イメージ共有 写真や動画にて 
・網走わかさぎ漁見学＋スノーシュー 解説内容の確認 
・流氷カヤック詳細確認 
・能取岬スノーシュー詳細確認 イメージ共有 写真や動画にて 

 
10 時 30 分 終了／移動 
11 時 00 分 能取岬 オペレーション確認 
      ・能取岬駐車場確認（車の台数確認） 
      ・能取岬 ガイド内容の確認（何が見えるのか 等） 
      ・スノーシュー着脱場所確認／お手洗い場所の確認／休憩場所の確認 
昼食（自由食） 
13 時 00 分 流氷カヤック 発着場所確認 
13 時 30 分 流氷ガラス館確認 
      ・ドライスーツ脱衣の場所の確認 
      ・見学内容を踏まえて、事前に入れておくべき知識の確認 
      ・流氷ガラス館 商品コンセプト等の確認 
14 時 00 分 コネクトリップに戻り、不明点等の確認 
                                            以上 
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■実施内容 

 

コネクトリップ 

参加ガイドの自己紹介。 

 

能取岬 

現地にてオペレーションと場所

の確認。能取岬スノーシューお

手洗い場所と能取岬の確認。 

 

能取岬 

能取岬スノーシューのスタート

地点・スノーシューの準備場所

の確認。 

 

流氷硝子館 

・話す内容 

・ドライスーツを脱ぎ着する場

所の確認。 

 

コネクトリップ 

現地を見たのち、ミーティング

にて疑問点等の解消。運輸局よ

り改めて趣旨の説明。 

 

北方民族博物館 

内容の確認。 
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2.2.2.3. 実地研修② 

■実施概要 

日時 令和 4年 1月 22 日（土）～23日（日） 

会場 コネクトリップ他 

対象 ・網走市観光協会 

・網走 AT関係者 

実施内容 モニターツアーの際の訪問先を回り、ガイド内容およびアクティビティの確認 

 

■参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役職等 

軍司 昇 コネクトリップ（流氷硝子館） 会長 

道山 マミ コネクトリップ 副会長 

五十川 佳恵 コネクトリップ 地域おこし協力隊／ 

スルーガイド候補 

田中 聡志 mokki 代表 

バスティード フレデリック Hokkaido Private Adventure 代表 

専門家／スルーガイド候補 

ダニエル・ユリン フリー スルーガイド候補 

荒木 誠 コネクトリップ スルーガイド候補 

山根 伸也 コネクトリップ カヤックガイド 

吉田 文哉 コネクトリップ カヤックガイド 

滝川 朗正 コネクトリップ スノーシューガイド 

宮津 学 コネクトリップ スノーシューガイド 

 

研修員 

氏名 所属 役職等 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 

 

講師 

氏名 所属 役職等 

益山 彩 フリー 通訳案内士 
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■実施内容 
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■実施内容 

 

コネクトリップ 

装備についての確認と、事前に

案内することの整理を行った。 

 

網走湖 

実際に網走湖を歩き、ガイド内

容の確認を行った。 

 

網走湖 

わかさぎ釣りを実施。しかし、盛

り上がりに欠けること、さらに

はすぐに釣れてしまうため、雪

壁作りを加えることにした。 

 

濤沸湖水鳥・湿地センター 

水鳥湿地センターで伝える必要

があることを確認した。 

一番伝える必要がある項目は、

汽水湖であること、鳥の見分け

方である。 

 

 

流氷硝子館 

高波のため、カヤックは実施で

きず。現場と B 案の確認を行っ

た。また昼食については時間が

読めないため、基本的に予約は

しないことになった。 

 

北方民族博物館 

ガイド内容の確認を行った。 

一番最初に訪れる施設であるた

め、アイスブレイクを実施する

必要があり、入口の北方圏地図

を使い、参加者の出身地の情報

交換を実施することとした。 
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【専門家からのコメント】 

田中さんの優しい眼差し、五十嵐さんの流ちょうな英語、荒木さんの面白い人柄などの個性豊かなガ

イドさん達に加え、軍司夫妻のような地元の人達の存在が網走の強みだと感じました。またわかさぎ

釣りでは、みなさん全力でサポートして下さって心強かったです！ 

 

今後、意識されたら良いのではと感じたこと 

・北方民族博物館：ご案内ポイント箇所の絞り込み 

         原稿はお守り（ツアー中は殆ど見れない）！ 

・濤沸湖水鳥湿地センター：ビデオ(15分)が長いので工夫が必要 

・能取湖スノーシュー：インストラクション（何分後に何処何処に集まってほしい、など） 

 

■スルーガイドチェックシートの活用 

研修実施終了の時点で、スルーガイドチェックシートの項目を照らし合わせ、評価した傾向は下記の通

りである。 

項目 内容  対応 

旅程管理 旅程管理主任者の資格を持ってい

ない。 

旅程管理の知識がない。 

⇒ モニターツアーについては、北海道

宝島旅行社のスタッフが対応。 

英語対応 普段英語でもガイドを行われてい

る方たちである。しかし、荒木氏は

語彙と対応がまごつく場面も見受

けられた。 

⇒ 研修後に改めて、ツアーのコンセプ

トとストーリーの確認を行い、ガイ

ド内容をすり合わせ、語彙の補強を

お願いした。 

安全管理 地元に住んでいるため、いざという

ときの医療体制の把握はできてい

たが、救急救命に関する知識の不足

や、顧客に案内する情報が不足して

いた。 

⇒ MIC の作成や、持ち物の案内・確認

事項のガイド資料への入れ込み、フ

ァーストエイドの準備は北海道宝

島旅行社にて行った。 

コーディネート 一緒に行程を造成していたため、コ

ンセプトやストーリーの理解につ

いては問題なし。 

また、地域との連携が取れている点

でも問題はなし。 

⇒ この部分に関しては特に対策は必

要なし。 

しっかり旅行者に対して、コンセプ

トやストーリー説明することやタ

イミングを確認した。 

コミュニケーショ

ン 

フレデリック氏と荒木氏について

は、普段ガイドをしているというこ

ともあり、各種能力には問題が無い

ように思われた。 

ただ、五十川氏とダニエル氏はガイ

ド経験がないため、対応が難しいと

感じた。 

⇒ 特に個別には対策はなし。 

※五十川氏とダニエル氏について

は、フレデリック氏と荒木氏の補助

についてもらうこととした。 

話かけるタイミングとアクティビ

ティガイドとの連携、改めてスルー

ガイドに求められる役割を確認し

た。 
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サステナビリティ

への配慮 

地域の人々との連携が見られ、地域

経済への貢献については問題なし。 

また、フレデリック氏と荒木氏につ

いては知床五湖引率者資格を持っ

ているため、各種自然保護に関する

法令の理解がある。 

⇒ 特に対策なし。 

当日のペットボトル・プラスチック

の活用についての注意のみ行った。 
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 （一社）釧路観光コンベンション協会 

 ツアー商品造成会議 

 DMOのスタッフおよび、スルーガイド候補とともにモデルツアーの造成会議を実施した。内容について

は、AT ツアー評価シートを基にして、検討・組み立てし、完成した行程については AT 専門家の意見を取

り入れ修正を行った。 

■実施概要 

日時 令和 3年 11 月 24 日（水）10：30～12：00 

会場 釧路市国際交流センター 

対象 ・釧路観光コンベンション協会 

・釧路スルーガイド候補 

タイム 

スケジュール 

10：30～12：00 行程の造成 

 

■参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役職等 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション協会 DMO 推進室 室長 

橘 幸子 フリー スルーガイド候補 

芳賀 まりの フリー スルーガイド候補 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 

 

■確認した項目 

 釧路エリアの冬の資源はタンチョウ。 

年中タンチョウは釧路エリアにいるが、給餌をしている冬期間が人目に付きやすい場所に出てく

るため、絶好の観察時期である。特性としても湿原を好む鳥なので、釧路エリアについてもおのずと

解説できるのではないか。 

しかし、ガイドブックにも乗っている場所は全てオーバーツーリズム状態。人が少ない場所を案内

できるガイドが望ましい。 

 

 スルーガイドの橘さんが教える料理教室を入れたい。 

地元の人とふれあうことができるアクティビティが少ないため、調理師免許を持っている橘氏の

料理教室を入れてはどうか。ちょうど、料理体験を企画していたところだった。 

橘氏の友人で住宅の空きスペースをレンタルしている知り合いがおり、先日も着付けを実施した

実績がある。そこでなら、日本らしさも楽しめて、なお良いのでは。 
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 自然と人の共生の問題について触れる猛禽類医学研究所のバックヤードツアーを最後に入れる。 

自然と人が近いエリアという打ち出しを行うのであれば、その問題点に触れることができる猛禽

類医学研究所のバックヤードツアーはぜひ入れたい。 

 

 アレキナイ川のカヌーも野生生物の観察に適している。 

釧路川の支流のアレキナイ川でのカヌーは手軽にでき、ゆっくり流れる川なので、野生生物観察

に適している。 

また、釧路湿原には川が重要な存在であるため、その点でもアレキナイ川のカヌーはこの行程に

適したアクティビティである。 

 

■モデルコース行程案 

【ストーリー】 

かつては乱獲や湿原開発により、絶滅したと思われたタンチョウ。そのタンチョウは現在、人々の保

護活動等によりその生息の数を増やしている。湿原の中で暮らすタンチョウの観察を通して、湿原の

大切さを理解するとともに、人と自然の距離が近い北海道の課題なども合わせて感じることができる。 

 

 

 

【専門家からのコメント】 

 タンチョウは海外の人からも人気がある野鳥。道東に来たからには絶対に見せたいものである。 

 観光客が行く有名な場所は、オーバーツーリズムになっている。一般的なツアーと比べて旅行料

金の高いプライベートツアーの人を連れていくとクレームになる。そのため、観光地以外の場所

で見せる必要がある。 

 食は大事。人それぞれ食事制限なども多いので、その土地のものを味わいつつ（日本食）、その人

に合わせたアレンジができることが重要。 

 

1日目

2日目

3日目

DAY

ホテル出発8:30→
美幌峠立ち寄り→弟子屈町昼食→

塘路駅集合13:00→アレキナイ川ネイチャー
カヌー→

15:00釧路市立博物館→
17:00ヒッコリーウィンドチェックイン

1日野生生物観察（orネイチャー体験）
→18:00古布店丸服（場所の名前）
着物の着付けと食事でfarewell party

→ホテルチェックイン

10:00猛禽類医学研究所→11:30阿寒国際
ツルセンター

→昼食（赤いベレー）→ツアー終了
釧路空港へ

行程

●釧路エリアについて知る一日
・タンチョウの生息に重要な湿原と、川について知る一
日。

●野生生物観察の一日
その日の天候や野生生物の様子で楽しめるフィールドを
選択します。

●ガイドがふるまう日本料理と地域のお酒を楽しむ。

●自然が近いがゆえに起こるマイナスの面について学ぶ。
・猛禽類医学研究所→事故に起こった野鳥を保護・治療
する施設。
・阿寒国際ツルセンター→一度は絶滅したと思われたタ
ンチョウを保護について知る。

備考
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■ATツアー評価シートでの確認 

AT ツアー評価シートを活用して、ATツアーに必要な要素を確認した。コンセプトやその土地らしさを

十分に感じられ、サステナビリティを訴える行程ではあるが、実際の旅行者を受け入れた経験がないた

め、どのくらいの需要があるか、旅行者が求めているサービスについての知見が不足している。 

 

AT ツアー評価 

シート（小分類） 

項目名 評価 

ターゲット設定 ・ターゲット設定の明確性 

・ターゲット設定の適切さ 

AT旅行者の受入や海外のFITを取り扱う旅行

会社との直接の取引の経験がないため、どの

ような層が対象となるのかのイメージが持て

ていない状態である。 

コンセプト・ 

ストーリー 

・ツアーコンセプト設定 

・ストーリー設計 

・コンテンツの流れや順番 

・その体験をする意義 

・ツアー行程全体での緩急（メリ 

ハリ）の設計 

コンセプトについては、この地ならではの行

程とアクティビティでわかりやすく、かつ伝

わりやすいものである。 

AT3 要素 ・自然 

・アクティビティ 

・文化体験 

自然、アクティビティの 2 要素を含んだ行程

となっている。 

文化体験については、橘氏の料理体験で文化

体験をしていただくような形になった。 

体験価値を引き

上げる要素 

・WOW ファクターの設計 

・ストーリーテリング 

・エンターテイメント 

・知識 

タンチョウ自体が WOW ファクター。雪の中で

の姿は写真に収めて自慢する人が多数であ

る。 

ただし、エンターテイメントや知識について

は、スルーガイドの力量によって差が出てし

まうため、未知数。 

ツアー設計 ・来日直後の疲労への配慮 

・来日直後の基本案内 

・快適さへの配慮 

・ツアー全体像の提示 

・ツアーに関わる日本の基礎説明 

・ツアーに関わる 

エリア・歴史の基礎説明" 

・その土地らしいおもてなし 

（お茶・お菓子・お酒等）" 

・その土地らしい食事の設定 

・食事でのインタラクションの設 

 計 

・その土地らしい宿泊施設 

想定としては、前日に入ってきていただき、

半日休みがあるため、来日直後の疲労へのケ

アは十分にできている。 

同様に、博物館などの施設を組み込んだため、

十分に地域を知った状態でアクティビティを

楽しむ行程となっている。 

しかし、海鮮・和食に偏った食事が想定され

るため、調整が必要である。 
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コンテンツ設計 ・インフラの適切さ 

・ユニークさ 

・自己変革 

・心身の健康・健全への貢献 

・身体的な挑戦 

・心理的な挑戦 

この土地ならではのタンチョウを見ることが

でき、湿原の減少などの環境問題や給餌の問

題についても知ることができる。また、開発

が進み人との距離が近くなったことで起こる

野鳥との事故を知ることで、自己の行動を改

めるきっかけを作ることができる設計になっ

ている。 

サステナビリィ ・環境や社会へ過度など負担をか 

けていないか、もしくは最小化 

に努めているか 

・使い捨てプラスチック削減の努 

 力 

・行程内でのローカル消費の度合 

 い 

猛禽類医学研究所において、野鳥と人の関係

や環境問題などにも関わってくるお話を聞け

るため、体験自体がサステナビリティである。 

ヒッコリーウィンドの食事や宿泊も環境に配

慮したものである。 

商談等の販売体

制 

・商談等の販売体制 

・パンフレット・商品情報整備 

・販売チャネル確保 

・提供可能時期 

・体験可能性の観点 

直接海外の旅行会社とやり取りができる準備

はできていない。 

販売に耐えうる

商品設計 

・内容や強度のオプション設定 

・食事の好みや宗教等への対応 

・インタラクティブな体験設計 

・アクティビティ要素の追加 

・その土地らしさ 

・自然と文化が融合した体験 

・地元の人との触れ合い 

・体験内容・強度の適切さ 

・レベル設定に合わせた適切なチ 

ャレンジ要素設定 

タンチョウを通して、釧路エリアの人々の生

活や歴史、文化を知ることができるため、そ

の土地らしさは表現できている。 

食の対応についてもある程度は融通が利くよ

う、料理体験としている。 

PSA/DOA として

の品質確保 

・手配書/申込書；Operation Sheet 

の英語版 

・参加者への最小限の情報シー 

ト；MIC – Minimum Information 

to Client の整備 

・安全に関する免責事項の確認書 

類；Safety disclaimer の整備 

・ファーストエイドの資格 

・ファーストエイド設備 

・体力的な問題への対応 

・欧米顧客サイズへの対応 

商談等の販売体制同様直接海外の旅行会社と

やり取りができる準備はできていない。 

しかし、ギアについては事業者が準備したも

のが、欧米に対応できているため、その点で

は問題はない。 
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・使用ギアの品質・新しさ等 

・プラン Bの用意（代替策） 

・MIC、Disclaimer の英語整備 

・緊急行動計画；EAP - Emergency 

Action Plan の整備 

・英語対応 
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 スルーガイド研修 

スルーガイドの固定化は困難であるため、スルーガイド候補に対し、研修を行った。 

2.3.2.1. 座学研修 

 スルーガイド候補に対して、スルーガイドチェックシートを配布し、業務内容と求められる役割につい

てレクチャーした。 

■実施概要 

日時 令和 3年 11 月 24 日（水）10：00～10：30 

会場 釧路市国際交流センター 

対象 ・釧路観光コンベンション協会 

・釧路スルーガイド候補 

実施内容 ・スルーガイドの業務の確認 

・スルーガイドチェックシートを活用し、必要なスキルの確認 

・プログラムシートの作成について 

タイム 

スケジュール 

10：00～10：30 スルーガイド（AT ガイドの業務）の確認 

 

■参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役職等 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション協会 DMO 推進室 室長 

橘 幸子 フリー スルーガイド候補 

芳賀 まりの フリー スルーガイド候補 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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■スルーガイド候補の情報と選定理由 

スルーガイド候補 

フリー  

橘 幸子 

2017 年に四国・香川県より釧路に移住。イギリスの音楽専門学校に留学経験があり、日常会話には困

らない程度の英語力がある。かつて、宿泊施設の料理人として働いており、調理師資格を持つため、和

食や食事制限などにも造詣が深い。 

クルーズの受入でのツアー造成経験があり、地域との連携も深い。 

選定理由 

釧路観光コンベンション協会が主催する通訳ガイド研修の参加者であり、クルーズの受入業務の経験

もあることから、適任であると判断した。 

 

スルーガイド候補 

フリー  

芳賀 まりの 

釧路市出身。これまで世界 30か国を超える海外の国々に渡航した経験があるほか、美容師、旅館での

就業経験、接客業などサービス業での就業経験があり、お客様への対応に長けている。登山やロングト

レイルに挑戦していることもあり、アドベンチャートラベルに対応したガイドとして期待できる。 

選定理由 

釧路観光コンベンション協会が主催する通訳ガイド研修の参加者であり、自身も海外 30か国以上の渡

航経験やアウトドア好きということもあり、適任であると判断した。 
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■当日配布した資料 

 座学研修として、スルーガイドの業務内容と、アクティビティガイドや地域との役割分担、顧客から求

められることの確認を行った。橘氏についてはクルーズ船の受入業務に従事経験があり、かつ地域との連

携が図れているため、主にスルーガイドとアクティビティガイド、旅行会社との役割分担について確認し

た。一方、芳賀氏については旅行関係の仕事の経験がないため、業務の内容と手順について一から整理を

行った。 

 

①スルーガイドの役割 

   

 

②スルーガイドがやることリスト（標準手順） 
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③スルーガイドチェックシート 

 

スルーガイド評価シート

役割

役割

分解

チェック・採点 チェック・採点

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8

9

10

11

12

13

14

15

チェック・採点 チェック・採点

1 1

2 2

3 3

4 4

5

6

7

8

9

チェック・採点 チェック・採点

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8

項目名

項目名

項目名

③　安全管理②　英語対応①　旅程管理

項目名

⑥　サステナビリティへの配慮⑤　コミュニケーション④　コーディネート

合計 顧客への情報提供
顧客に対し、サスティナビリティについて一方的に説くのではなく、

顧客と双方にやり取りし、行動を選択させることができる。
確認できれば✓

合計

緊急行動計画の把握
緊急時にどのような行動をとるか、旅行会社や運送業者、ガイドなど

との連携を事前に確認ができる。
使い捨てプラスチック削減の努力

ツアー中の飲料水や食事提供時に極力使い捨てプラスチック等の使用

削減についての行動を起こしているかどうか（新型コロナウィルス対

策の観点等でやむを得ないものは除く。ただし使い捨て品であっても

素材をプラスチック以外にするなどの配慮がみられる）

確認できれば✓

訪問先の医療体制の把握 緊急時の地域の医療体制の把握ができている 文化財や歴史遺産等の保護などの知識
地域の文化財の保護や歴史遺産などの知識や条例の知識を持ち、適切

な利用を参加者にアナウンスすることができる。
確認できれば✓

災害発生時の情報

宿泊施設の非常口や非常設備の把握、また地域の避難場所や配給場

所、情報を取得できる場所などに対する事前の知識を有しているか。

または、情報を取得できる状態であるか。

自然保護などの関連条例や法案などの保護などの知識
自然公園法やエコツーリズム推進法、地域の条例などの各種知識を有

し、適切な利用を参加者にアナウンスすることができる。
確認できれば✓

ファーストエイド設備 適切なファーストエイド用の設備等を携行している

3.万全の備えがある（加点2）

2.ある程度の備えがある（加点1）

1.全く備えがない（減点2）

環境や社会へ過度な負担に関して参加者への案内
サスティナビリティや環境保護に関する知識を持ち、かつ参加者へ選

択肢を案内ができる。
確認できれば✓

ファーストエイドの資格 ファーストエイドの資格を有している

3.国際基準のものを有している（加点2）

2.国内基準のものを有している（加点1）

1.有していない（加点なし）

入場料・使用料等と自然保護との関係性の説明
自然体験等に際して入場料が必要な場合には、その費用がどの様に自

然や動植物保護などに使われるのかの説明をしている。
確認できれば✓

評価の観点 評価方法

提供しているツアーの安全に関する免責事項に関する理

解
Safety disclaimerについて説明ができるか。 自然発生的な文化体験の説明

顧客と同行する中で偶然に出くわす文化体験を見逃さず、すかさず説

明ができる。
確認できれば✓

項目名 評価の観点 評価方法

合計

地域との連携
顧客の情報を地域のガイドに伝えたり、地域のガイドのトークをうま

く引き出し、顧客に伝えることができるか。
確認できれば✓

参加メンバーの力量や異変への観察能力

参加者の状態をいち早く察知し、調整や声掛けを行うことができる。

また、一方的な説明等により、顧客が飽きたりしているのを察知し、

フォローを行うことができる。

確認できれば✓

エクスペクテーションマネジメント（顧客の期待値への

対応）

旅行者の好みを知り、それに合わせたガイディングやガイドとの連

携・調整ができるか。顧客が求める難易度に応じたチャレンジをガイ

ドと連携し、提供することができるか。

確認できれば✓

合計
地域の特性やアクティビティについて端的に伝えられる

か

地域の特性やアクティビティについて、アクティビティガイド等の話

を端的に伝えられるか。また、移動の車内での説明も長すぎず伝えら

れるか。

確認できれば✓

通訳案内士資格保有
通訳案内士の資格を保有しているか。または、語学レベルがネイティ

ブかつ地域の文化に対して深い理解があるか。
確認できれば✓ インタープリテーション

相手の理解度やバックグランドの違いに合わせて、案内や情報提供を

行うことができる。
確認できれば✓

専門用語への対応
ガイドを行う上で自然現象や各種名前の案内等を行う際に、その単語

を説明する語彙があるか。

3.万全の準備があり、説明ができる（加点

2）

2.ある程度の備えがあり、ある程度の説明

ができる（加

点1）

1.全く備えがない/説明ができない（減点

2）

グループマネジメント
参加者同士の関係性構築やツアー中の雰囲気の醸成のフォローができ

ている。
確認できれば✓

正確で端的に伝える

地域のガイドの説明を、正確で端的に外国語で参加者へ伝えることが

できるか。長すぎてもフラストレーションに繋がるため、適切な長さ

になるよう心がける。

確認できれば✓ エンターテイメント
ジョークを織り交ぜたり、サプライズを入れ込むなど、顧客を楽しま

せる工夫ができる
確認できれば✓

英語対応 流暢でなくても、適切かつ端的にツアーを案内できるか。

5.ネイティブレベルの英語で丁寧に案内が

できる

4.ESLレベルの英語で丁寧に案内ができる

3.やや片言であるが英語での案内がでる

2.一部を英語で案内ができる

1.全く英語での案内はできない

リーダーシップ
判断を求められた際に、自身で状況を判断し、選択ができるか。ま

た、それを参加者や地域の人々が納得できるよう説明が可能か。
確認できれば✓

評価の観点 評価方法 評価の観点 評価方法項目名

旅程管理者主任資格

旅程管理業務の資格を持っているか。

※注：現場の旅程管理の一切の責任を日本の旅行会社から委託されて

いる、という点で「旅程管理者主任資格」が必要。

※ただし、旅程管理者主任資格は旅行会社もしくは添乗員派遣会社に

所属しなければ取得できない業界内の資格（実務経験必要）。

そのため、旅行会社に所属できていない場合、資格が取得は困難な場

合が多い。勉強のみなら可能。

確認できれば✓ 快適さへの配慮

コンテンツ間の移動時に、必要に応じてコンビニやトイレ等に立ち寄

りしたり、車に疲れたたりしないように適宜配慮した行程・催行を行

う。

確認できれば✓

確認できれば✓

ツアー全体像の提示

来日直後、そして数日おきにツアー全体像を確認し、どのような体験

が期待できるのか、また天候などに懸念がある場合にどのような問

題・変更可能性があるのかを伝える。

確認できれば✓

サービス内容の変更についての対応
旅行に関する計画に定めるサービスの内容の変更を必要とする事由が

生じた場合の代替サービスの手配や手続きがスムーズに行えるか。
確認できれば✓ 食事の好みや宗教等への理解

アレルギーはもちろん、食習慣や宗教上の理由で食さない物がある場

合や好まない物がある場合などの知識があるかどうか。
確認できれば✓

トラブル対応

トラブルを未然に防ぐために、常に物事について先回りして考え、か

つ様々な状況を想定した上で現在の行動をとることができるかどう

か。また、怪我や病気、宿泊施設の部屋での不具合、失くしもの、事

故など、旅行中に起きた様々なトラブルに冷静に対処できる能力があ

るか。

確認できれば✓ 行程のストーリー、コンセプト理解

ツアーのテーマについて理解し、テーマを理解できるような情報提供

ができるか。

全体から部分を見せていくように、適切な情報提供ができているか。

確認できれば✓

確認できれば✓ 訪問先のコンディションに対する事前情報収集

毎日の天候や起こりうるリスクに対する情報収集、万が一の悪天候の

場合の代替案に関する情報を事前に調査している。場合によって代替

案の情報も持っている。

確認できれば✓

宿泊施設へのチェックインと注意事項や朝食場所などの

案内

宿泊施設へのチェックインなども添乗員がまとめて行うことが一般

的。ルームキーをお客様に配布し、宿泊施設で過ごす上での注意事項

やインターネット利用の仕方などについての案内、当日の夕食や、翌

日の朝食についての案内を行う。チェックアウトは顧客自身で行うこ

とが多いが、その方法と翌日の集合場所と時間のアナウンスを行う。

これらの業務がスムーズに行えるか。

確認できれば✓ 地域資源に対する事前情報収集

その土地の自然や歴史を学び、その体験をすることの意義が感じられ

る情報提供ができるか。欧米や他地域と比べたユニークな点を案内で

きるか。

確認できれば✓

評価の観点 評価方法 評価の観点 評価方法

提供しているツアーのMIC（参加者への最小限の情報

シート；MIC -Minimum Information to Client）に関

する理解

MIC -Minimum Information to Clientについて、販売主体との情報

共有及び認識のすりあわせが十分にできているか。
地域への貢献に対する理解

地域の産品や特産品の知識、また地域のガイドへの貢献等の知識を持

ち、かつ参加者へ案内できる。
確認できれば✓

チケットなどの手配と管理

移動手段となる飛行機や船、列車などのチケット、また観光地である

美術館や博物館、あるいは観光スポットのチケットなどを手配し、必

要に応じて現地で購入し、お客様への配布等の業務がスムーズに行え

るか。

確認できれば✓ アクティビティに対する事前情報収集

ツアー内のアクティビティに関する必要な装備品やコース概要、アク

ティビティの基本情報（提供可能時期、体験可能性など）施設の利用

方法や、ガイドの特性などを事前に調査しているか。

確認できれば✓

旅行の総合案内
旅程のアナウンスや集合時間、集合場所など旅程全体の管理ができて

いるか。
確認できれば✓ 参加者に対する事前情報収集

事前にどのようなお客様であるか、旅行会社の情報を得て、理解して

いる。
確認できれば✓

お客様の安全管理や健康管理

ツアーのお客様が安全に旅行を楽しめるように常に気を遣い、お客様

の様子を注意深く見守る。バスで移動するツアーであれば、バスに乗

り込んだ際には必ず点呼をしてお客様全員が乗っているかチェックす

る。また、体調の悪そうなお客様には積極的に声をかけて小さな変化

も見逃さないようにする。これらの業務がスムーズに行えるか。

合計 来日直後の基本案内

日本でのマナー、ルール、コンビニエンスストアの話や、インター

ネット環境など、身の回りの基本的な事項についての情報を提供す

る。

確認できれば✓

ツアーに関わる日本の基礎説明

ツアーを楽しむ上で把握しておくべき、日本の基本的な自然や歴史・

文化的な背景などの説明を行う。その際に、日本人なら誰でも知って

いる固有名詞も海外の人はわからないため、その辺りも考慮をした単

なる翻訳ではない説明を行う必要がある。

ツアーに関わる

エリア・歴史の基礎説明

ツアーを楽しむ上で把握しておくべき、エリアに関する基本的な情報

を説明する。
確認できれば✓

時間に関する案内
移動の所要時間や、休憩の終了時間・集合時間食事の時間、アクティ

ビティの所要時間等、適切に時間の情報提供ができるか。
確認できれば✓

合計

翌日の情報共有
前日に、翌日のアクティビティに関しての情報共有を行い、天候に関

するアナウンスや顧客の持ち物の案内をする。
確認できれば✓

持ち物・装備品の確認
前日、およびアクティビティ開始前に顧客の装備の適・不適を確認す

る。
確認できれば✓

③安全管理（≒アクティビティガイド）　（ツアー催行時の安全管理、また負傷時や災害発生時などの緊急時に関するスキル・知識などが十分にあるか。）

④コーディネート（≒コーディネーター）

⑤コミュニケーション力（≒エクスペディション・リーダー）

⑥サステナビリティへの配慮（≒ATツアーのスルーガイド）

ス　ル　ー　ガ　イ　ド　（ATツアー催行時に全体を一貫して管理・演出する役割）

インタラクティブな空気感の醸成

スルーガイドやアクティビティガイド、訪問先で出会う人々からの一

方的なコミュニケーション（説明等）ではなく、お客様に考える余白

を与え、ガイドとお客様、お客様と訪問先で出会う人々やモノコトと

のインタラクティブなやりとりを促す空気感の醸成、またはそのアシ

ストができているか。

確認できれば✓

①旅程管理（≒ツアーリーダー、添乗員）

②英語対応（≒通訳案内士）

地域の関係者とのネットワーク及び日ごろの密接なコミ

ニュケーション

現場での臨機応変な対応等を可能にするための要素の一つである、地

域関係者とのネットワーク及び関係構築はできているか。
確認できれば✓
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2.3.2.2. 実地研修① 

 ガイド資料の一部であるプログラムシートの作成を目的とし、ガイド内容の検討と注意すべき点

の確認を行った。現地で注意すべき点や、お客様に案内すべき内容について確認し、ガイド内容をプ

ログラムシートに落とし込んだ。 

 

■実施概要 

日時 令和 3年 12 月 16 日（木）9：00～15：00 

会場 釧路市国際交流センター他 

対象 ・釧路観光コンベンション協会 

・釧路スルーガイド候補 

 

■参加者一覧 

参加者（釧路） 

氏名 所属 役職等 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション協会 DMO 推進室 室長 

橘 幸子 フリー スルーガイド候補 

芳賀 まりの フリー スルーガイド候補 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

岩上 健人 北海道運輸局観光部観光企画課 専門官 

加茂 聖和 北海道運輸局観光部観光企画課 課長補佐 

門間 俊也 北海道運輸局観光部国際観光課 課長補佐 

高木 梨菜 北海道運輸局観光部国際観光課 国際第一係 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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地域の観光コンテンツを活用したアドベンチャーツーリズムのモデルツアー造成等事業 

冬季 AT ツアー造成事業③ 釧路 実地研修行程 
 
日時：12 月 16 日（木）9 時～15 時 
集合場所：釧路観光コンベンション協会 
実施趣旨：連携するアクティビティガイドとの顔合わせと趣旨説明、現場とオペレーションの確認 
【なぜ実施が必要か】 
・AT ツアーのスルーガイドの役割として一番重要なのは「お客様への事前情報提供」 
 次の日の服装や天候、次のアクティビティの詳細と所要時間、移動時間や休憩場所の確認など、お客様 

が自分で服装や持ち物を判断するための事前情報提供が必要。 
 →アクティビティガイドとの連携が必要 
・ストーリーとして何を話すことが必要かの確認 
 →スルーガイドがどの時点で何を話せば、コンテンツ間を埋めるストーリーを話すことができるのか 

の確認が必要 
 
【行程】 
9 時 00 分 出発 
9 時 30 分 釧路マーシュ＆リバー代表・カヌーガイド 斉藤様面談／釧路川 現場視察 
10 時 30 分 終了 
11 時 30 分 阿寒国際ツルセンター 見学  

昼食 
13 時 30 分 (株)猛禽類医学研究所 副代表 渡辺様 趣旨説明／現場見学 
15 時 00 分 終了 
 
 
                                            以上 
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■実施内容 

 

アレキナイ川カヌー 

事前の注意事項や周囲の自然情

報などを確認。 

 

アレキナイ川カヌー 

お手洗いの場所と、実際に利用

するカヌーポートを見学。注意

事項やガイド内容を確認。 

 

阿寒国際ツルセンター 

施設内の設備及び、ガイド内容

の確認。 

 

阿寒国際ツルセンター 

施設内の展示物の確認。タンチ

ョウの一生や給餌について、渡

りをするかどうかの重要なポイ

ントについて確認した。 

 

猛禽類医学研究所 

現地のスタッフのガイド内容を

聞き、どういったことを事前に

案内すべきかを確認した。 

 

猛禽類医学研究所 

施設内の設備についてと屋外の

施設ついても確認。 

施設自体の案内ポイントを確認

した。 
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2.3.2.1. 実地研修② 

 専門家の益山氏に来ていただき、実地でスルーガイド候補のガイド内容や英語表現について指導

いただいた。主に車の中の旅行者との会話内容や、博物館での案内する内容、説明が難しい単語等へ

の対応の仕方について確認した。 

 

■実施概要 

日時 令和 4年 1月 12 日（水）9：00～15：00 

会場 釧路市国際交流センター他 

対象 ・釧路観光コンベンション協会 

・釧路スルーガイド候補 

 

■参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役割・役職等 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション協会 DMO 推進室 室長 

橘 幸子 フリー スルーガイド候補 

芳賀 まりの フリー スルーガイド候補 

 

講師 

氏名 所属 役割・役職等 

益山 彩 フリー 通訳案内士 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

岩上 健人 北海道運輸局観光部観光企画課 専門官 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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■実施内容 

 

釧路 研修行程に関して 
 
【実施内容】 
・英語にて実施 
・自然の用語などを確認いただきながら、英語のガイドの内容を検討 
・普段スルーガイドとして、どのようなことを意識しているかの確認 
・本番前の案内について確認 
 
【実施内容】 
 
9：00 釧路観光コンベンション協会集合 
   オリエンテーション 
   ハイヤーに乗って移動 
9：45 塘路駅（10 分程度） 
    カヌーの集合場所。旅行者の出迎え等について確認 
10：00 発 
10：40 釧路市立博物館 見学（スルーガイド橘さん／芳賀さんによる案内） 
11：10 移動 
12：10 ツル国際センター 見学（スルーガイドによる案内） 
12：45 赤いベレー食事 
13：45 古布店丸福（想定）この中のオペレーション確認（各自質問タイム） 
14：15 終了、釧路コンベンションセンターへ戻り、解散 

 
以上 

 

 

この時点で完成していたプログラムシートを配布し、内容の確認を行った。 
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■実施内容 

 

バスの中での会話や FIT・団体の

ツアーの雰囲気、よく聞かれる

質問について、通訳案内士の益

山氏に確認。 

 

釧路市立博物館 

導入部分の検討。 

 

釧路市立博物館 

どういった内容を案内するの

か、スクリプトはどういったも

のがあるのか、参加者から想定

される質問の確認。 

 

釧路市立博物館 

タンチョウに関する説明の確

認。 

 

阿寒国際ツルセンター 

阿寒エリアの停電により、実施

できず、外のタンチョウの見せ

方のみ検討。 

 

古布店丸服 

夕食の会場となる古布店丸福に

て打ち合わせ。 

 

 

【専門家コメント】 

感想：橘さんも芳賀さんも、笑顔が何より素敵でした。 

 

今後、意識されたら良いのではと感じたこと 

・釧路市立博物館：ご案内ポイント箇所の絞り込み 

・原稿やタブレットはお守り（ツアー中は殆ど見られない）！ 

・専門用語は、内容を説明できれば大丈夫 

・地域の事象が、お客様が一番喜んでくれる内容。例えば鹿の看板の種類が多いこと、道路脇の矢印

（道路の端を示す矢羽根）、小学校の校庭にスケートリンクができて授業で滑る等の生活を伝えること

が楽しい。地元に住んでいるからこそ伝えられる内容を伝えてください。 

 

 

※完成したガイド資料に関しては資料編参照 
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研修実施終了の時点で、スルーガイドチェックシートの項目を照らし合わせ、評価した傾向は下記の通

りである。橘氏はクルーズ船に関わる仕事をしていたため、基本的な業務や地域との連携が図れており、

その点を評価。しかし、知識の不足や、地域の自然や文化などを説明するための語彙不足、安全管理面で

の不足など様々な課題が見えた。 

 

項目 内容  対応 

旅程管理 旅程管理主任者の資格を持ってい

ない。 

⇒ 今後は販売する旅行会社が遠隔等

で対応。 

英語対応 英語での対応自体は問題ないが、地

域に関する語彙や知識の不足から

くる説明ができない点が見受けら

れた。 

⇒ 説明に必要な内容については、ガイ

ド資料に記載し、フォロー。 

安全管理 地元に住んでいるため、いざという

ときの医療体制の把握はできてい

たが、救急救命に関する知識の不足

や、顧客に案内する情報が不足して

いた。 

⇒ MIC の作成や、持ち物の案内・確認

事項のガイド資料に記載。また、フ

ァーストエイドの準備はガイドが

持参していることを確認したため、

スルーガイドは持参しないことと

した。 

コーディネート 一緒に行程を造成していたため、コ

ンセプトやストーリーの理解につ

いては問題なし。 

また、地域との連携が取れているこ

とや、2名とも海外経験があるため

食事や宗教への理解がある。 

⇒ この部分に関しては特に対策は必

要なし。 

しっかり旅行者に対して説明する

ことを確認した。 

コミュニケーショ

ン 

会話好きであるため、旅行者との双

方向のやり取りは問題なし。また、

地域の自然発生的な文化事象の説

明についても確認できた。しかし、

ガイド経験がないため、リーダーシ

ップやグループマネジメント、エク

スペクテーションマネジメントに

課題が見られた。 

⇒ 橘氏と芳賀氏については、今後は各

種研修や実践を積んでいただき、必

要なスキルを取得することとした。 

サステナビリティ

への配慮 

地域の人々との連携が見られ、地域

経済への貢献については問題なし。 

しかし、サステナビリティへの理解

がまだ不足している。 

⇒ 今回は既にできている「地域経済へ

の貢献」と、最低限かつこの旅程に

関わっている「入場料・使用料等と

自然保護との関連性の説明」の案内

ができるようにガイド研修にて確

認をした。 
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■完成したモデルプラン 

 完成した各地域のモデルプランは以下のとおりである。 

 なお、組み合わせたロングコースの行程表は、モニターツアーの項にて記載する。 

 

 

 

 

 

 

日にち 時間 行程 ストーリーの関連 アクティビティ難易度

12:50 コネクトリップ集合

13:00 北方民族博物館

13:30 北方民族博物館終了

移動（車）20分

14:00 水鳥湿地センター

14:20 水鳥湿地センター　終了

14:45 おーろら号チェックイン

15:00 おーろら号乗船

16:00 おーろら号終了

17:00 終了／ホテルへ

自由時間

18:00 網走市内飲食

ホテル朝食

7:45 ホテル出発

8:00 コネクトリップ集合

8:30 能取岬スノーシュー

11:30 スノーシュー終了

昼食　

13:00 流氷ガラス館集合・準備

13:40 流氷カヤック実施

14:10 カヤック終了

14:40 流氷ガラス館　ドライスーツ脱衣／見学＋カフェ

16:00 流氷ガラス館終了

18:00 ホテル夕食

ホテル朝食

8:45 ホテル出発

8:55 コネクトリップ集合

9:00 スノーシューわかさぎ氷下漁見学　

12:00 わかさぎ氷下漁終了

昼食（コネクトリップ）

移動

13:30 ワカサギ釣り

15:30 ツアー終了

３日目

●わかさぎ氷下漁見学
・北海道一のワカサギの漁獲量を誇る
網走湖の特殊な漁法見学
・漁獲される魚と、それを狙う猛禽類の
様子を観察できる。

・実際に自身でもわかさぎを釣って見て、
網走のわかさぎを味わう。

２日目

１日目

網走行程

【施設見学】
1時間程度

【観光船】
1時間程度

【能取岬スノーシュー】
・アクティビティ種類：スノーシュー（山の中・海辺）
・難易度：レベル３
・時間：3時間
・標高差：３０m
・木々が茂る森を歩く＋海岸線を歩く。
場所によっては、雪が足りず、根が貼り出ている部分
有。

【流氷カヤック】
・アクティビティ種類：シーカヤック
・難易度：2～３
・時間：アクティビティの時間は30分程度
・オホーツク海の海をカヤックで移動。（往復）

●流氷について知る一日
※ただし、流氷が沖に来ていない可能
性あり。
・能取岬
流氷接岸時には、打ち上げられた流氷
がみられるスポット
あまりの寒さに氷瀑がみられる。

・流氷カヤック
流氷が目線の位置でみることができるカ
ヤック。
網走を漁業の町と言わしめた、オホーツ
ク海をカヤックで楽しむ。

【スノーシュー＆わかさぎ氷下漁見学】
・アクティビティ種類：スノーシュー＆産業見学
・難易度：２
・時間：2時間30分程度
・結氷した氷の上（比較的平面）を歩く。
ふきっさらし。

【ワカサギ釣り】
・アクティビティ種類：ワカサギ釣り
・難易度：１
・時間：2時間30分程度
・テントの中で、ワカサギ釣り

●地域に関するブリーフィング
・北方民族博物館
→地域が北方圏にあること、古くから野
生生物に親しんできているということを知
る。

・水鳥湿地センター
→地域の水鳥について知る。また双眼
鏡などを通しての野鳥観察の方法を知
る。
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日にち 時間 行程 ストーリーの関連 アクティビティ難易度

13:00 塘路駅集合　 釧路川（アレキナイ川カヌー）

14:30 カヌー終了

14:30 移動

15:00 釧路市博物館

釧路市の全体概要の説明

16:00 釧路市博物館終了

18:00 夕食：宿泊施設

早朝 ホテル出発

野生生物観察　ヒッコリーウィンド

16:00 野生生物観察終了

移動

17:00 ホテルチェックイン

18:00 ホテル夕食

9:20 ホテル出発

10:00 猛禽類医学研究所

11:00 猛禽類医学研究所終了

移動

11:30 阿寒ツル国際センター

12:00 ツアー終了

３日目

●自然が近いがゆえに起こるマイナスの
側面について学ぶ。
・猛禽類医学研究所
事故に起こった野鳥を保護・治療する施
設。

・阿寒国際ツルセンター
一度は絶滅したと思われたタンチョウの
保護について知る。

【猛禽類医学研究所見学】

※もし、飛行機の時間があり、施設巡りの必要があ
れば。
【阿寒ツル国際センター】
・アクティビティ種類：施設見学プラス鳥の観察（屋
外）
・難易度：１
・時間：各1時間程度

釧路行程

１日目

●釧路エリアについて知る一日
・タンチョウの生息に重要な湿原と、川に
ついて知る一日。

【アレキナイ川カヌー】
・アクティビティ種類：カヌー（ほぼ流れが少ない川）
・難易度２
・時間：1時間程度

【釧路市立博物館】
・施設見学
釧路市内の概要を知る。

【ヒッコリーウインド】
ガイドの安藤氏が運営している宿。
寝巻、アメニティ（バスタオル以外）を各自用意。
※ヒッコリーウインド宿泊の方は、ロッジ内の浴室の
他、日帰り温泉利用も可能（送迎あり）

２日目

●野生生物観察の一日
野生生物と共に生きるガイドの生き方に
ついて知る。

【野生生物観察】
・アクティビティ種類：野生生物観察
・難易度：２
・時間：1日
・写真や野生生物観察を実施
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 販売の際に必要な事項の英語化 

現状、両 DMO とも AT 顧客と直接セールスをする体制にないため、受託事業者を窓口として造成したツ

アーを販売することで合意している。そのため、今後の体制整備を見越して、本事業のモニターツアーの

MIC と、弊社の免責事項類を英訳したものを参考資料として両 DMO へ提供した。 

 

販売の際に必要な項目に関しては、今までの当局事業の内容、及びモニターツアーに参加したエージェ

ントや、3.1.1.4 の海外の旅行会社からのヒアリングより、下記の内容を必要としていることが分かった。 

 

■令和元年度「訪日グローバルキャンペーンに対応したコンテンツ造成事業」（2－2） 

アドベンチャートラベルコンテンツ造成事業より 

①MIC （Minimum information for Customers ） 

全体の行程と内容、必要な携行品や装備、期待できる体験、体験上の注意点、事前に取得すべき顧客情

報（年齢や身長等）、保険加入の有無（顧客側での加入要否）等に関する情報の記載。 

②免責事項（Disclaimer ）の記載 

ツアーを催行するにあたり、参加者や送客元のツアーオペレーターとの訴訟等を回避するために、参

加者に対して免責事項を説明し、同意を得る必要がある。 

ただし、BtoC の場合かつ日本国内、消費者契約法の 8 条 1 項 1 号「安全に配慮する義務」により、事

業者の責任を全面的に免除する条項を無効とする旨が規定されているため。また、国内だけでなく国

外からの顧客に対しても同様であり、注意喚起には効力を発揮する可能性があるが、法的拘束力はな

い。そのため、今回は北海道宝島旅行社で活用している標準旅行業約款の英訳を添付している。 

 

■参加モニターから必要とされた情報 

①アクティビティ毎の体験可能な時期と対応可能年齢、身長、体重 

上記 MIC の内容と同様に、ツアー中に提供している各アクティビティに参加するにあたり、どのよう

な情報をガイドに提供するかを知るためである。また、事前にどのような人々に提供可能かを知るこ

とで、エージェントがツアーをカスタマイズしやすくなる。 

また、体験可能な時期の提示は、北海道と本州の季節が異なるため月毎の提示だとなお良い。 

 

■海外旅行会社より必要とされた情報 

①どういったアクティビティができるのかが、わかりやすいタイトル 

ツアーにどういったアクティビティが含まれるのかが、すぐにわかるタイトルにする必要がある。顧

客はタイトルを見て、WEB ページやパンフレットをさらに深く読むかを決めるからである。 

②具体的に何ができるのか、見ることができるのかがわかる行程 

上記より、さらなる詳細情報を得る場合、目的のものが見られるか、体験できるかが重要である。その

ため、行程には見ることのできる野生生物を記載したり、体験できるアクティビティの難易度や高低

差などの具体的な情報を記載する必要がある。 
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■販売の際に必要となる事項の英語化 

 前述の内容をまとめると、販売の際に必要となる事項は下記の項目である。 

項目 内容 

ツアータイトル ツアータイトルを見ただけで、どういったツアーかがわかる

タイトルを付ける。 

含める必要がある内容は、日数、場所、アクティビティであ

る。 

ストーリー どういったコンセプトで、「なぜここでそのツアーを実施する

のか」がわかる概要の記載。 

実施できるアクティビティを記した 

行程 

ツアータイトル同様、どの様なことが体験できるのか、どう

いったものが見ることができるのかを、事前に旅行者がわか

るようにするために記載。 

ハイライト 何がこのツアーのメインなのかを記載。 

場所の説明 どういった場所でそのツアーが行われるのかの基本情報は、

ストーリーを組み立てる上でも必要であるため記載。 

ルートマップ 旅行者がどの様な場所で体験するのか、また移動時間はどの

くらいかを把握するために記載。 

日ごとのアクティビティの所要時間 

難易度 

旅行者自身の経験や要望に基づいて、参加できるかどうかを

判断するために記載。 

催行人数 販売する上で必須の項目である。 

ツアー催行可能期間 どの季節で体験できるかどうかは、販売する上で必須の項目

である。しかし、北海道の季節は本州の季節と異なる場合が

あるため、具体的な月で示す必要がある。 

注意事項 アクティビティによって年齢制限や体重制限、身長制限があ

る場合に具体的に記載が必要。 

各種制限がある場合は、各種代替案等の記載ができると望ま

しい。 

ツアーに含まれているもの／ 

含まれていないもの 

ツアー料金に含まれているサービスと含まれていないサービ

スを明確に記載。 

持ち物 催行会社が用意できる備品と、旅行者がアクティビティに快

適に参加する上で必要となるものを、「必須のもの」と「持参

すると良いもの」に分けて記載。 

ツアー主催者の説明 旅行商品は信用が第一である。どのような会社が催行してい

るのかを旅行者にわかりやすい形で記す必要がある。 

ツアー主催者の連絡先 問い合わせや、万が一何か事故や事件が発生した場合の連絡

先を記載。 

免責事項 ツアーに含まれているもの、含まれていないもの同様、ツア

ー主催者の責任を明確し、万が一の際の対応について知らせ

る必要があるため記載。 
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上記内容をもとに、ツアーシートを作成した。※網走版・釧路版の一部を紹介。作成した資料は資料編に掲載。 

 

 

 

 

どういったアクティビティが含まれ

ているのかが、ひと目でわかるタイ

トル。滞在日数も記載。 

アクティビティや、見ることができ

るものの画像。 

ツアーのコンセプトと概要。 

表紙に、簡単な行程。ひと目でどう

いったことを実施するのかがわかる

ように記載。 

ハイライト 

何がこのツアーの見どころなのかを

簡単に記載。 

ツアー実施場所の位置と簡単な説

明。 

メインアクティビティ 

アクティビティの難易度 

ツアー催行可能期間 

最小催行人数と最大催行人数 

注意事項、年齢制限等 

網走版 
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ツアー中のルートマップ 

ツアー催行場所の位置 

詳細な行程と、実施する体験の説明

と、見ることができる動物の記載。 

また、アクティビティ毎の所要時間

も大まかに記載。 
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ツアー料金に含まれているもの／含

まれていないものの記載。 

レンタル備品と持ち物の記載。 
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ツアーを催行する会社の紹介 

北海道宝島旅行社が普段免責事項と

して活用している標準旅行業約款 

※記載しているのは一部。 



 

69 

 

 

 

 

 

標準旅行業約款内にあるキャンセレ

ーションポリシー 

催行する旅行会社（北海道宝島旅行

社）の連絡先、情報 
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※項目説明およびＰ７以降の内容は、網走版と

同様のため省略。 

 

 

釧路版 
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 海外 AT 旅行会社への評価のヒアリング実施 

 完成したモデルコースについて、海外資本で AT の取り扱いがある旅行会社に対し、その魅力やセール

スポイントをヒアリングした。実施については、オンラインのプラットフォームを活用し、弊社担当者と

先方担当者の 1対 1にて実施した。 

 

旅行会社名 Action Culture 

担当者名 Glenn Murray-Prior 

国 スイス 

会社概要 ハイキング、トレッキング、サイクリング等のアクティビティとその

地域の特徴を感じられる体験をミックスしたアドベンチャーツアーを

販売している旅行会社。ATTA アンバサダー。 

顧客層 25％ベルギー、25％オランダ、25％イギリス、25％スイス 

FIT やファミリーメイン 

アウトバウンドメイン 

ヒアリング内容  Culture と Wildlife の要素が入っていて、コンビネーションがよ

い。 

 網走の Kayak は 1 時間だと短く感じる。流氷が来ていて状況は過

酷かもしれないが、1 時間だと急かされているように思える。 

 食に関して、Ramen, Seafood などバラエティに富んでいてよい。 

 行程は、どこで何をするのか、何が見られるのか、Unique Story

を書くことが大事。 

例：釧路行程 Day5 The nature guide will take you to the 

secret and private places for watching wildlife.  

 Local Knowledge（地元ならではの知識）に一番価値がある。それ

をアピールした方がよい。 

 

旅行会社名 Finisterra Travel 

担当者名 Keri Montgomery 

国 カナダ 

会社概要 女性二人の共同経営の会社。うち 1 人は、深川市に在住経験あり。ATTA

メンバーであり、アンバサダー。世界中の野生生物のツアーや女性向

けのソフトアドベンチャー商品を取り扱っている。 

顧客層 アウトバウンド FIT、インセンティブ、募集型 

※多くの顧客がリピーター、もしくは既存顧客による紹介 

ヒアリング内容  行程は素晴らしい。Culture, Outdoor activities, Regional 

Cuisine の要素が入っていて、良いコンビネーション。 

 自分達の顧客には何日か追加して、旅程を長くしたい。 
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旅行会社名 10 Adventures 

担当者名 Giedre Savele 

国 カナダ 

会社概要 アドベンチャートラベルの OTA。セルフガイドやサイクリング登山の

ツアーを取り扱っている。ATTA会員。 

顧客層 75% 北米, 25% ヨーロッパ、45 歳から 50 歳 

50% プライベートグループ、50% コレクティブ 

90% 自社サイトからの流入 10% その他 

OTA 専門の大手旅行会社 

日本未販売、ヨーロッパのイタリアフランスが人気 

ヒアリング内容  行程はとても魅力的。素晴らしい行程。 

 野生動物に興味のある顧客もいる。10Adventureでは、野生動物観

察だけのツアーはとても人気がない。しかし野生動物に関するア

クティビティが含まれていれば、（野生動物に興味ある顧客に）よ

り注目を引くことができるだろう。 

 このツアーは自然、野生動物、文化、様々な身体的アクティビテ

ィが含まれていて、楽しそう。ツアータイトルは、野生動物だけ

ではない何かを加えて変えた方がいい。 

 冬のアクティビティについて、ローカルガイドやローカルオペレ

ーターが彼らの保険に入っていること、そしてガイドやツアーリ

ーダーが完全に研修を終えている（日本の基準を満たしている）

ことを 10 Adventureは求める。 

 この行程を見て、（ガイド資格は別として）送客するにあたり、特

に心配することはない。 

 北海道の自然や野生動物はユニークだと思う。文化的要素はとて

も魅力的（exoticという表現をしていた）。 
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ツアーのヒアリングの結果 

■野生生物のみにフォーカスしたツアーよりも、文化体験・アクティビティも含まれているツアーが 

人気がある。 

AT 旅行者は、アクティビティのみを体験しにツアーに参加しているわけではなく、その地域らしさを

楽しみに来訪している。そのため、野生生物観察とはいえども、その地域ならではを感じることができる

体験があればよい。 

また、野生生物の観察のみを楽しむ層は実は少ない。そのため、なんらかのアクティビティをしつつ、

そのついでに野生生物が観察できるツアーが望ましい。 

 

■ツアータイトル自体に「どういったアクティビティができるか」を記載する必要がある。 

 海外のツアーは、ツアータイトルを見ただけで、どのような体験ができるのか、また何日のツアーかが

明白にわかるものが多い。 

 

■行程には「何を見ることができるか」「何ができるか」の詳細を記載する必要がある。 

 旅行者が行程を見た際に「どのような体験をすることができるか」「どのようなことを見ることができ

るのか」を明記し、参加者の希望との齟齬をできる限り少なくすることが重要である。 

 

■ツアーに関わるガイドは全て保険に加入していること、日本の法令や基準を遵守していること、かつ 

何らかの公的な研修等を受けていることが重要。 

 旅行商品は安全が一番重要で、その上で楽しさを提供するものである。また、旅行会社同士の取引は信

頼関係をもとに成り立っている。そのため、各種体験を提供するガイドや旅行会社がその国の法令を遵守

し、必要な安全対策を取っていることを確認できなければ、送客することは難しい。 
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 モニターツアーによる検証 

以下の手順で実施した。 

 

 被招請者情報 

 造成したモデルツアーが実際に AT 旅行者に受入られるのかの検証を行うため、日本に本社や支社があ

る AT旅行会社を招請し、モニターツアーを行った。 

 画像 所属、名前、情報 

１ 

 

インアウトバウンド仙台松島株式会社  

Quinlan Faris（クインラン・フェリス） 氏 

アメリカ出身。岩手県在住。自身の youtube チャンネル「Go 

North Japan」を運営。東北観光振興機構と連携し、東北のアド

ベンチャートラベルの商談に出席したほか、みちのくトラベルと

連携しツアー造成なども行っている。その他個人で翻訳やガイド

の仕事、モデル業、岩手県にて自身の Airbnb も運営している。 

２ 

 

THE J TEAM 株式会社 Geraint Holt（ゲライン・ホルト）氏 

代表取締役社長。国際会議の招致を専門としている。 

北海道観光振興機構「共同協業販路拡大事業」に参加しており、

日本での AT ツアー造成・販売などの知見を持ち合わせている。 

※ツアーへは途中参加予定だったが、コロナウイルス濃厚接触者

となりツアーには不参加。→途中離脱予定だった Philippe 氏に

最後まで参加いただく。 

３ 

 

THE J TEAM 株式会社  

Philippe  Wauquaire（フィリップ・ワクアイヤー） 氏 

ベルギー国籍。京都在住。同社で MICE などの招致に取り組むほ

か、専任で FIT の誘客を行っている。前職も FIT に特化した旅行

会社に在籍経験があり、海外の旅行者事情に詳しい。 

自身でもカフェ巡りツアーを企画したり、MTB を楽しむほか、北

海道の富良野でのスキーを楽しむなど、アクティビティに精通し

ている。 

被招請者選定
被招請者については、①国内の各種AT関連事業に関わっていること、もしくは②ATTAに加
盟していること、③海外のFITを顧客にもつ旅行会社で、アドベンチャ―トラベルに造詣があ
る旅行会社の3点を基準に選定した。

モニターツアー前説明会
の実施

モニターツアーの実施

意見交換

・モデルコースの検討
・スルーガイドの課題整理

被招請者同士やDMOとの顔合わせ、事業の趣旨説明、持ち物や新型コロナウイルス対策に
当たって協力いただきたい内容の説明のため、モニターツアー前の説明会を実施した。

釧路エリアと網走エリアの２つのモデルコースを1本にした行程を、被招請者に対し、実際に
スルーガイド候補者らによる英語での案内を実施した。

モニターツアー催行中に、被招請者とスルーガイドとDMOを交え、意見交換を実施した。

意見交換にて頂いた意見をもとに、作ったモデルコースの内容の見直しを行った。また、ス
ルーガイド候補の課題点の洗い出しを行った。

・ATツアー評価シート
・スルーガイドチェック

シート

１

２

３

４

５

知見 実施ステップ
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４ 

 

EXO Travel Japan 株式会社  

Mark Holguin（マーク・ホルギン） 氏 

アメリカ出身。神奈川在住。同社の日本・中国・香港地域のエリ

ア支社長。数々のラグジュアリ―ツアーの造成を担当している

他、欧米からアジアへの送客に対するネットワークを持つ。 

浜中町に家族がいるほか、前職のホテル経営の際に北海道を担当

していたこともあり、北海道の知識を豊富に持ち合わせている。 

５ 

 

Into Japan （（有）ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ･ｴｸｽﾁｪﾝｼﾞ）  

中原 彩子氏 

東京在住。FIT シニアマネージャー  

VIP の手配を含め FIT の大小様々な案件を経験。 

また、イギリスで修士号も取得し語学が堪能、来日したお客様の

対応もスムーズかつ好評である。不動産のバックグラウンドを持

ち、旅行業を問わず経験が豊富である。 

 

 

 

■モニターツアー参加者一覧 

参加者 

氏名 所属 役割・役職等 

バスティード フレデ

リック 

Hokkaido Private Adventure 代表 

専門家／スルーガイド候補 

ダニエル・ユリン フリー スルーガイド候補 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション協会 DMO 推進室 室長 

橘 幸子 フリー スルーガイド候補 

芳賀 まりの フリー スルーガイド候補 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 

池田 かおり (株)北海道宝島旅行社 旅行営業部 トラベルコンサ

ルタント 
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 被招請者へ向けた説明会の実施 

事業趣旨の説明や、持ち物の最終確認、新型コロナウイルス感染症防止のための呼びかけのために、被

招請者に対し、説明会を実施した。 

■実施概要 

日時 令和 4年 1月 21 日（金）15:00～16:30 

会場 （オンライン開催） 

対象 ・被招請者（クインラン・フェリス氏および中原氏は都合が合わず欠席。中原氏が

所属している Into Japan からは代理参加あり） 

・釧路観光コンベンション協会・釧路 AT 関係者 

※網走市観光協会および網走ＡＴ関係者は、新型コロナウイルス感染症関係の現場

対応のため急遽欠席。 

目的 ファムツアーに参加するにあたっての事業趣旨の説明、事前の情報共有と不安な点

の解消を目的として実施。 

タイム 

スケジュール 

15：00     司会挨拶 

15：05～15：20 主催者挨拶 

15：20～16：20 モニターツアーの趣旨説明・持ち物確認 

16：20～16：30 質疑応答・終了 

  ■参加者一覧 

参加者（被招請者） 

氏名 所属 役割・役職等 

Geraint Holt THE J TEAM 株式会社 代表取締役社長 

Philippe Wauquaire THE J TEAM 株式会社 FIT 担当 

Mark Holguin EXO Travel Japan 株式会社 General Manager - Japan 

芳野 あやみ Into Japan  取締役 

宮沢 明子 Into Japan  Gruop & Art tour manager 

 

参加者（地域側） 

氏名 所属 役割・役職等 

細川 悟志 （一社）釧路観光コンベンション協会 DMO 推進室 室長 

福永 光昭 （一社）釧路観光コンベンション協会 事務局長 

手塚 睦 フリー 通訳案内士／ 

スルーガイドのサポート 

 

事務局 

氏名 所属 役職等 

岩上 健人 北海道運輸局観光部観光企画課 専門官 

門間 俊也 北海道運輸局観光部国際観光課 課長補佐 

高木 梨菜 北海道運輸局観光部国際観光課 国際第一係 

雨池 さやか (株)北海道宝島旅行社 観光地域づくり営業チーム 

コーディネーター 
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説明会の様子 

 

 

■参加者からの疑問点  

＜ツアー内容＞ 

（Into Japan）1日目の午前中はフリーということで大丈夫か。 

→到着してからゆったりと過ごしていただく。 

 

＜コロナウイルス対応＞ 

(Mark 氏)PCR 検査はどこでできるのか（特に東京の方）。 

→（Geraint 氏）いつもやっている、品川のところでやる予定。ただ、結構混んでおり、並ぶだ 

けで感染しそう。 

 →（雨池）通信販売のキットを購入し、回収して PCR 検査を実施するサービスがある。 

 （Philippe 氏）昨日テストを受けたが、セルフキットがある。持っていけば良いか。 

 →（雨池）PCR は来る前に受けていただく必要がある。しかし、ツアー催行中は北海道宝島旅社

で簡易検査（抗原検査キット）を持っているので、もし緊急の場合や気になる場合はお知らせく

ださい。 

 (Mark 氏)PCR 検査は何日前に受ける必要があるか？ 

 →（雨池）できれば 48 時間前以内に受けていただきたいが、混んでいたり予約が取れない可能 

性があるため、できるだけ近い日付で受けていただければ。 

(Mark 氏)もし、まん延防止等重点措置が北海道に適用された場合はこのモニターツアーはキャン 

セルになるのか。 

→（岩上）中止にはならない。感染対策を徹底して行う方向になる。わかり次第ご連絡いたしま 

す。 
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 実施行程 

 各 DMO が造成した 1～3 泊の AT ツアーを組み合わせた、下記の内容をモデルコースとして検証した。

また、スルーガイドについては、釧路、網走の 2地域を通して案内することができるスルーガイド候補が

両地域にいなかったため、釧路地域の AT ツアーのスルーガイドと網走地域の AT ツアーのスルーガイド

を分割し案内を実施した。なお、ツアーで使用したバスは、貸切バス事業者安全評価認定事業者であるく

しろバス㈱を手配した。 

 

<ストーリー> 

3 つの国立公園、3 つの国定公園が集結しており、北方からの流氷がとどまる北海道東部。多様な地形・

環境が残る同地は、北方からの渡り鳥の休息地として適している環境が数多く存在しています。その他に

も一時は絶滅したと思われていたタンチョウも、人々の保護によって順調にその数を回復させているこ

とや、氷下待ち網漁のおこぼれを狙ってオジロワシが留鳥となる等、人々と自然の距離が近いのも特徴で

す。このツアーでは、野生生物の観察を通して、「なぜ、この野鳥がいるのか」を学び、この地の産業や

自然環境を感じていただくツアーとなります。 

 

月 時間 行程 ストーリーの関連 アクティビティ難易度

旭川よりQuinlan氏、Philippe氏移動
18:30 女満別空港（Mark氏、中原氏）ミート

北天の丘 あばしり湖 鶴雅リゾート 宿泊／夕食
午前中自由時間

12:40 ホテル出発

12:50 コネクトリップ集合

13:00 北方民族博物館

13:30 北方民族博物館終了

移動（車）20分

14:00 水鳥湿地センター

14:20 水鳥湿地センター　終了

14:45 おーろら号チェックイン

15:00 おーろら号乗船

16:00 おーろら号終了

16:15 コネクトリップ　にて意見交換

17:00 終了／ホテルへ

自由時間

18:00 お！伝（網走夕食）

宿泊：北天の丘 あばしり湖 鶴雅リゾート

ホテル朝食

7:45 ホテル出発

8:00 コネクトリップ集合

8:30 能取岬スノーシュー

11:30 ツアー終了

昼食　網走番屋　海嵐

13:00 流氷硝子集合・準備

13:40 流氷カヤック実施

14:10 ツアー終了

14:40 流氷ガラス館　ドライスーツ脱衣／見学＋カフェ

16:00 ツアー終了（予定）

18:00 ホテル夕食

宿泊：北天の丘 あばしり湖 鶴雅リゾート

ホテル朝食

8:45 ホテル出発

8:55 コネクトリップ集合

9:00 スノーシューわかさぎ氷下漁見学　

12:00 ツアー終了

昼食（コネクトリップ）

移動

13:30 ワカサギ釣り

15:30 ツアー終了

コネクトリップにて意見交換

16:30 ホテル戻り

18:00 網走番屋　燈　夕食

宿泊：北天の丘 あばしり湖 鶴雅リゾート

2022
日にち

1

日

31 月

●わかさぎ氷下漁見学
・北海道一のワカサギの漁獲量を誇る網
走湖の特殊な漁法見学
・漁獲される魚と、それを狙う猛禽類の様
子を観察できる。

・実際に自身でもわかさぎを釣って見て、
網走のわかさぎを味わう。

30 日

【施設見学】
1時間程度

【観光船】
1時間程度

【能取岬スノーシュー】
・アクティビティ種類：スノーシュー（山の中・海辺）
・難易度：レベル３
・時間：3時間
・標高差：３０m
・木々が茂る森を歩く＋海岸線を歩く。
場所によっては、雪が足りず、根が貼り出ている部分
有。

【流氷カヤック】
・アクティビティ種類：シーカヤック
・難易度：2～３
・時間：アクティビティの時間は30分程度
・オホーツク海の海をカヤックで移動。（往復）

●流氷について知る一日
※ただし、流氷が沖に来ていない可能性
あり。
・能取岬
流氷接岸時には、打ち上げられた流氷が
みられるスポット
あまりの寒さに氷瀑がみられる。

・流氷カヤック
流氷が目線の位置でみることができるカ
ヤック。
網走を漁業の町と言わしめた、オホーツク
海をカヤックで楽しむ。

【スノーシュー＆わかさぎ氷下漁見学】
・アクティビティ種類：スノーシュー＆産業見学
・難易度：２
・時間：2時間30分程度
・結氷した氷の上（比較的平面）を歩きます。
ふきっさらしです。

【ワカサギ釣り】
・アクティビティ種類：ワカサギ釣り
・難易度：１
・時間：2時間30分程度
・テントの中で、ワカサギ釣り

29

●地域に関するブリーフィング
・北方民族博物館
→地域が北方圏にあること、古くから野生
生物に親しんできているということを知る。

・水鳥湿地センター
→地域の水鳥について知る。また双眼鏡
などを通しての野鳥観察の方法を知る。

28

土
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 実施内容 

■1 月 28日（日） 実施内容 [被招請者出迎え] 

 

旭川方面から移動してきた 2 名と女満別空港で 2

名のゲストとミート。 

改めて今回のツアー趣旨の説明とストーリーを説

明した。 

 

29 名乗りのバスで、ゲスト同士が近くならないよ

う配慮し、席に座っていただいた。 

 

 

 

 

 

ホテル

移動

美幌峠　立ち寄り

昼食（POPPOTEI）

13:00 塘路駅　 釧路川（アレキナイ川カヌー）

14:30 ツアー終了

14:30 移動

15:00 釧路市博物館

釧路市の全体概要の説明

16:00 案内終了（車中意見交換）

18:00 宿泊：ヒッコリーウィンド

夕食：宿泊施設

ホテル出発

野生生物観察　ヒッコリーウィンド様

車中　意見交換

18:00 ANAクラウンプラザ釧路　チェックイン

ホテル夕食

9:20 ホテル出発

10:00 猛禽類医学研究所

11:00 ツアー終了

移動

11:30 阿寒ツル国際センター

12:00 昼食　赤いベレー

13:00 終了

14時台 釧路空港発　新千歳空港行or羽田空港、釧路駅

●野生生物観察の一日
野生生物と共に生きるガイドの生き方に
ついて知る。

●自然が近いがゆえに起こるマイナスの側
面について学ぶ。
・猛禽類医学研究所
事故に起こった野鳥を保護・治療する施
設。

・阿寒国際ツルセンター
一度は絶滅したと思われたタンチョウを保
護について知る。

【野生生物観察】
・アクティビティ種類：野生生物観察
・難易度：２
・時間：1日
・写真や野生生物観察を実施

【猛禽類医学研究所見学】

【阿寒ツル国際センター】

・アクティビティ種類：施設見学プラス鳥の観察（屋
外）
・難易度：１
・時間：各1時間程度

●釧路エリアについて知る一日
・タンチョウの生息に重要な湿原と、川に
ついて知る一日。

2

1 火

水

木

2

3

【アレキナイ川カヌー】
・アクティビティ種類：カヌー（ほぼ流れが少ない川）
・難易度２
・時間：1時間程度

【釧路市立博物館】
・施設見学
釧路市内の概要を知る。

【ヒッコリーウインド】
ガイドの安藤氏が運営している宿。
寝巻、アメニティ（バスタオル以外）をお持ちください。
※ヒッコリーウインド宿泊の方は、ロッジ内の浴室の他、
日帰り温泉利用も可能（送迎あり）
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【網走行程】 

■1 月 29日（月） 1日目実施内容  

[北方民族博物館→濤沸湖水鳥・湿地センター→網走流氷観光砕氷船 おーろら] 

 

網走地域のスルーガイドである

フレデリック氏がバスの中で地

域についての解説。 

 

北方民族博物館にて、北半球に

おける流氷の南限であること、

オホーツク人及びアイヌ文化と

の関わりについて説明。 

 

カヤックについて北方民族の文

脈で解説。なぜ今回の行程でカ

ヤックをするのかの意図を伝え

る。 

濤沸湖水鳥・湿地センターにて、

スライドを放映し、地域の自然

環境についての基本レクチャー

を行った。 

 

間近でハクチョウが観察でき

た。ただ、参加者はもっと近くで

より数が多く観察できると思っ

ていたとの意見があった。 

 

ワシやツルの模型があり、見方

のコツ等のレクチャーをスルー

ガイドより行った。 

 

網走流氷観光砕氷船おーろらに

乗船。 

 

流氷を見ることができ、一同感

動。 

 

翌日のスノーシューのポイント

である能取岬を、スルーガイド

より案内。 
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■[1日目]被招請者質問・意見 

【北方民族博物館】 

 北方民族博物館では、アイヌ民族に関する質問が多く出された。（Quinlan氏） 

 流氷がどの様にして網走まで来るのかについて。（全員） 

 商品として販売する際のスペック。（中原氏） 

 いつくらいならば流氷を見ることができるのか、流氷が安定して見られる時期はいつか。（中原氏） 

 北方民族博物館と水鳥湿地センターという施設が連続しており、行程の組み方に工夫が必要。（中原

氏） 

 北方民族博物館は重要な施設である。ただ、今回はあまり意図が伝わらなかった。時間をもっと取っ

た方が良いのか、説明をさらに付け加える必要があるのか、しっかり趣旨の説明を行った方が良い。

（Mark氏、Philippe氏） 

 オホーツクというと「ロシア」のイメージを持つ人が多い。安全にオホーツクを楽しむならば北海道

の売り出しが良いかもしれない。（Philippe氏） 

 ワイルドライフツアーというと、北海道では現状写真好きのツアーがイメージされるが、実はそこま

での顧客は多くはない。ただ、ワイルドライフツアーに参加するからには、特別な場所で見たい。

（Mark氏） 
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■1 月 30日（日） 2日目実施内容 

[能取岬スノーシュー→流氷カヤック] 

 

スルーガイドより本日の行程と

流氷について説明。一部、マイク

が口元から離れ、聞き取りづら

い部分があった。 

 

スノーシューを履き、準備を完

了させる。 

 

白樺の森の中をスノーシューで

歩く。 

 

一か所道が狭く、滑落の危険が

ある箇所を歩く。ガイドなどが

付き、アシストする。 

 

オホーツク海と流氷が打ち上げ

られている箇所に到着。海の音

とプライベート感があり、参加

者より評価が高かった。 

 

氷瀑のポイントではアイスクラ

イマーに遭遇。流氷と海とアイ

スクライムが一度に楽しめると

して、能取岬は有名なスポット

である。（数か所氷瀑がある） 

 

流氷硝子館 2 階を、カヤックの

ためのドライスーツ脱ぎ着等の

準備場所として活用。 

 

カヤックのポイントまで移動

し、準備体操と漕ぎ方のレクチ

ャー。 

 

船着き場から出発。波の状態を

確認し、タイミングを見計らっ

ての出発。 
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波が高過ぎる場合は出航しない

が、本日は無事に出航。 

 

遠くに斜里岳と、蜃気楼による

高波が見え、冬ならではの風景

が見えた。 

 

終着地点。 

流氷が溜まる船着き場からゴー

ル。 

 

ガイドの軍司氏より、カヤック

を実施する理由(オホーツク人

の移動手段であった＆流氷を見

る手段にしたい)や、観光で環境

問題を伝えることができること

についてお話いただいた。 

 

流氷硝子館に戻り、軍司氏が作

るエコピリカ（リサイクルガラ

ス）についてのレクチャー。工房

なども見せていただき、環境に

対するお話だけでなく、職人と

してのお話もあった。 

 

明日のアクティビティ(スノー

シュー＆わかさぎ釣り)につい

てのレクチャー。 

■[2日目]被招請者意見 

 今回は軍司さんがお話していたが、普段は外国人に対してはどのように対応しているのか。（中原氏） 

 ドライスーツが貧弱である。フレデリックさんが着ていたような服装で実施したい。万が一落ちた時

も寒さに耐えられないと思う。（全員） 

 経験者かどうかを最初に聞いていたが、どのくらいの経験かまでは聞いてもらえず、もし 1 回しか

乗ったことがなくても経験者扱い。前への進み方だけでなく、後ろへの進み方、曲がり方なども丁寧

に教える必要があったのではないか。（Quinlan氏） 

 ただ、自身の限界をちょっと超えた先のアクティビティだったので、流氷カヤックはチャレンジング

であった。アドベンチャートラベルっぽい。（Quinlan氏） 

 能取岬はここでしか体験できないので、大変貴重でぜひ販売したい商品である。（中原氏） 

 アイスクライミングなどの人も見ることができ、とても面白かった。あそこで数時間過ごすこともで

きる。ゆったりする時間を設けてほしい。（中原氏） 

 能取岬では浜辺が石で、スノーシューだと歩きにくかった。外しても良かったかもしれない。

（Quinlan氏） 

 全てのアクティビティで何歳～何歳までの対応しているアクティビティか、時期はいつからいつま

でか、体重制限はあるのか、などの情報をそろえられればすぐに販売することができる。（中原氏） 
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■1 月 31日（月） 3日目実施内容 

[網走湖わかさぎ氷下漁見学＋スノーシュー→ワカサギ釣り体験] 

 

氷下漁のポイントが変更してお

り、見られないため動画で見せ

ていただいた。 

 

一日の行程の説明をアクティビ

ティガイドから。 

 

網走湖のスノーシュー。平坦な

道であるため、子どもでも対応

可能である。 

 

ガイドから雪の付方で風の方向

がわかることの解説あり。 

 

雪道についた足跡でどこに向か

っているのか、どういう動物か、

どういう歩き方をしているのか

のレクチャーがあった。 

 

霧氷があり、その解説もあり。 

 

食事の前に、使われている材料

や食材についての解説を道山氏

より行った。地域の小麦や食材

が使われていること、コネクト

リップではそれらを観光に活用

していくための施策を取ってい

ることを強調。 

 

スルーガイドによる、地域の人

の話の翻訳。話す方との連携が

必要である。 

 

地域の小麦を活用したベーグ

ル、行者ニンニクを使ったソー

セージ、揚げたジャガイモ、ホタ

テ入りクラムチャウダー等地域

の産品を活用した食事。ベーグ

ルについては市販の物よりおい

しいと評価。 
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午後のアクティビティの説明。

ワカサギ釣りの前に風よけの雪

壁づくりを実施することに。 

 

チームで一丸となり、雪をコン

テナに入れ、踏みならすことを

繰り返し、ブロックにしていく。 

 

雪壁を 3段 3列作成。 

 

自身で穴を開ける体験。 

 

ガイドが水面の氷を取り、餌を

つけ、釣れた魚を取りながら対

応。ゲストは快適に釣りをして

いた。 

 

わかさぎが釣れた様子。 

 

釣れたわかさぎ。 

サイズが他の地域より大きい。 

 

飲み物のグラスは流氷硝子館の

ガラスである。 

 

釣ったワカサギを天ぷらにして

提供。ガイドより塩コショウや

カレー粉での食べ方のレクチャ

ーがあり、食が進んでいた。 

 

■[3日目]被招請者意見 

 雪壁づくりが何よりも楽しかった。（Quinlan氏・中原氏） 

 わかさぎ漁について知ることができたが、わかさぎ漁の動画を見たからこそ、移動を工夫して実際に

わかさぎ漁を見られるようにしてほしい。（中原氏） 

 満腹であったが、わかさぎをおいしく食べられた。（中原氏） 

 食事もそのプレゼンテーションも最高であった。地元のものであるという強みもあり、かつおいしい

食事だった。（中原氏・Mark氏） 
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【釧路行程】 

■2 月 1 日（火） 4日目実施内容 

[美幌峠→アレキナイ川カヌー→ヒッコリーウィンド] 

 

美幌峠からの屈斜路湖の眺め。

景色に感動していたと同時に、

屈斜路湖が釧路川の源流部であ

り、釧路湿原も遠くに見ること

もでき、最高の案内場所であっ

た。 

 

塘路駅でのガイドとのミート。

お手洗いを済ませ、各人の自己

紹介。 

 

免責事項の同意書の記入を実

施。 

 

ガイドとスルーガイドによる地

域と注意事項、ツアーの説明。 

 

ガイドによる注意事項の説明。 

 

漕ぎ方の説明。 

 

出発。足元が滑りやすいため、手

厚い保護が必要である。 

 

漕ぎだし。オオワシ・オジロワ

シ・カワセミ・ヤマセミ・鹿など

様々な生物が見られた。また、湿

原の植生や湿原の役割、自然現

象などの解説もあり、満足いく

内容であったとのこと。 

 

カヌーの足元に英語の名前を記

載したシートを置いて頂いた。 
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ヒッコリーウィンド到着。 

ギャラリーの様子。 

 

ギャラリーで安藤氏が撮影した

動画で、北海道のセールスポイ

ントについての解説があった。 

 

 

■[4日目]被招請者意見 

【アレキナイ川カヌー】 

 様々な鳥や動物が見られたことが満足であった。（Philippe氏） 

 簡単なコースで子供から大人まで楽しむことができる。（中原氏） 

 流れがゆったり過ぎて、アクティブな人には物足りないだろう。また、連結であるので、その点も自

由に出来たら良い。（Quinlan氏） 

※多くのカヌーガイドの方針として、事故発生の危険性からお客様に漕がせないガイドが多い。 

 （上記の意見に対して）寒さがあるので、慣れない人にとってはちょうど良い満足感。ファミリー層

がメインの時期が多いため、確実に販売可能である。（中原氏） 
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■2 月 2 日（水） 5日目実施内容 

[野生生物観察] 

※移動途中に、6日目に訪問する予定だった阿寒国際ツルセンターに立ち寄ることとなり、昼食は同施設

近所の「赤いベレー」を利用することとなった。 

 

早朝のタンチョウのねぐら見

学。装備が足りない人に対して

高品質でかつ適した服装の準備

がある。 

 

スコープにスマホを密着させ、

最高の写真を撮影。この技術に

よって、参加者が SNS などで広

めてくれる。 

 

 

上の画像：スコ

ープなし。 

下の画像：スコ

ープを通して撮

影。 

 

レンタル備品や自らが装備して

いる備品については、様々な経

験によって選び出されたおすす

めが揃えられている。※写真は

ガイドのおすすめの靴である。 

 

今回は最高のコンディションで

催行ができたが、もし見られな

かった場合などは、時間までガ

イドトークで持たせることもあ

るとのこと。 

 

ヒッコリーウィンドの研修生に

よる案内。 

 

常にガイドが自然に刺激を与え

ないよう配慮しており、数名に

分かれて案内。かつ、スコープを

持参し、顧客が見えるように配

慮して案内。 

 

数か所フクロウの生息場所をチ

ェックしている。 

 

野生生物以外の写真の撮り方の

コツを教えていただいた。 
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■[5日目]被招請者意見 

 野生生物観察は、ガイドが経験に基づき、気候等のコンディションを考慮して最適なスポットを案内

できるよう、当日に行程を組むため、顧客に対して事前に内容の詳細を伝えられないまま予約するこ

ととなるのが不安であるが、最高の物を見せてくれることを、事前に顧客へ案内すれば利用できるだ

ろう。（全員） 

 自分の携帯に素晴らしい写真を残してくれるサービスは素晴らしい。（Mark氏） 

 さりげなく英語で話しかけてみたが、会話力は問題なさそうであった。（Mark氏） 

 ガイドの奥様も英語対応可能の旨確認できた。（Mark氏） 

 ノンアドベンチャートラベラーにも優しく接してくれる、頭ごなしに非難をしない。また、予約する

ためのコース内容、プライスリストが存在しないため、協業しづらい。（中原氏） 

 フクロウが見れなかったらどうするのだろう？（全員） 

（→数日間泊まることが前提なので、数か所の場所を回り確認している。） 

 鶴居のみならばガイドと直接コンタクトを取るが、そのほかの場所も周遊するツアーを組む場合は

どこに連絡を取って情報収集やどこと協業すべきか。（全員） 

 「赤いベレー」での食事が素晴らしい。ビーガンへの対応も可能。（Philippe氏） 
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■2 月 3 日（木） 6日目実施内容 

[猛禽類医学研究所→和商市場] 

※猛禽類医学研究所のあとに阿寒国際ツルセンター及び赤いベレーを訪れる予定であったが、阿寒国際

ツルセンターで観察する予定であったものを前日に見ることができたため、阿寒国際ツルセンターを省

略し、赤いベレーでの昼食を和商市場に変更。 

 

車の中でスルーガイドが改めて

釧路地方を案内。一度だけでな

く、数回に分けて地域の情報を

インプットしていく必要がある

が、顧客の好みに応じて案内す

る必要がある。 

 

猛禽類医学研究所にて、スライ

ドによる活動内容の説明や、北

海道の野鳥事故の現状を共有。 

 

保護ケージに至る道は施錠され

ており、スタッフ同行でなけれ

ば案内ができない。 

モニターが設置されており、ケ

ージの中を見ることができる。 

 

ウィルスの持ち込み防止のた

め、消毒をしてケージエリアに

入る。 

 

翼が折れた個体がいるケージ。 

 

様々な備品や手術室の説明。各

種工夫がみられる。 

 

和商市場にて食事。地元のお店

が丁寧に説明をしていただい

た。 

 

自身でご飯のサイズを選び、勝

手丼を作る。 

 

釧路観光コンベンション協会が

自身のツアーでお客様に配って

いるツルの折り紙をプレゼン

ト。 
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■参加者質問・意見 

【猛禽類医学研究所】※回答は全て河野氏よりあった。 

 ワシは羽を広げると、ツルより大きいのか。 

→そうです。 

 オジロワシはどれくらいの重さか。 

→5 ㎏程度／柴犬くらいの大きさ。 

 各種設備について興味を持っていた（プレゼンテーション時／手術室・隔離室・治療の際に人間の身

を守る道具など）。 

 ウィルスに感染したワシなどはどうするのか？ 

→絶滅危惧種なので、隔離して生かしておくしかない。今までそういった経験はないが。 

 完全に野生に戻ることができるのか？ 

 ワシの死亡原因で鉛中毒が多いことに驚いていた。どのような仕組みで鉛中毒になるのか？ 

 フクロウやワシは何に襲われているのか。 

→狐やテン・イタチなど。 

 死因で溺死の可能性があることに驚いていた。 

 バードストライクはなにか？ 

→風車が原因で死亡することに驚き。羽と羽の間の幅やスピードが見切れないことが原因。ヨーロッ

パなどでも問題になっている。 

 カラスがワシなどを攻撃しているという情報（京都ではそうだった）。 

※一度保護されたワシが同じ場所にいてテリトリーの奪い合いをしないのか？という話から派生。 

 この施設では繁殖はできないのか。 

→いつかできることを望んでいるが、今はできていない。 

 どのくらい生きるのか。 

→動物園での最長記録だと 50年。しかし野生では 2-30年くらいでは。 

 野生に放した個体は追跡しているのか。 

 一度保護した個体は平均でどれくらい生きているのか。 

→3 年くらいで追跡できなくなる。背中に背負うタイプで太陽光をエネルギー源としている設備のた

め、途中で落ちてしまう。 

 一度保護された個体を追跡システムなしで、なぜ再度戻ってきたか判別できるのか。 

→足にリングをつけている。ただし、捕まえなければわからない。 

 また、戻ってくる個体はいるのか。 

→3 回くらい戻ってくる個体もいる。 

 最初のプレゼンテーションが素晴らしかった。わかりやすいし、ユーモアもあるし、野生生物にとっ

て人間の生活が時に危険なものになりえることがわかる。 

 実際に傷ついたワシを身近で見られるのは良い経験となった。 

 猛禽類医学研究所については、この地域では外すことができない施設である。 

 どの様に運営されているのか。 
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【和商市場】 

 勝手丼はアジア系の顧客には受けるが、欧米の顧客には受けが悪いだろう。想像以上にベジタリアン

が多いので、受け入れられないことも多いだろう。また、「選択肢が多いこと」が重要である。 

（Mark氏） 

 もっと大きい場所をイメージしていた。しかし、海鮮が食べられるのは良い。（Quinlan氏） 

 お土産品が一度に購入できるのは良いが、わざわざ来ないかもしれない。ガイドブックに記載されて

いるので初めての顧客は来たがるだろう。（Mark氏） 

 ガイドが知り合いのようだったので、事前に連絡を取ってくれて、親しくしてくれた。そういった地

域の人とのふれあいは面白い。（Quinlan氏） 

 

【行程以外で得られた意見】 

 実際にゴールデンルート以外のルートは未知である。視察などの機会がなければ情報がないので、販

売に至らないことが多数。（中原氏） 

 英語ができるガイドが重要（ガイドはアクティビティガイド・スルーガイド問わず）。ガイドの質に

よって販売できるか否かが判断されることが多い。モニターツアーであっても、日本語で案内するの

ではなく、英語で案内していただくことが重要。その点今回は英語で案内していただいたので、実際

の販売時のイメージができた。（中原氏） 

 実際にエージェントに販売するならば、2泊～3泊程度のコンテンツを作っていただき、商談に持っ

てくるべき。その際は 2泊は決まっているもので、3泊目はオプションなどが販売しやすい。（全員） 

 冬は実はそれほど大きな需要があるわけではない（欧米）。なぜならば、自国に雪が降るから。アジ

ア圏は雪見たさに来る可能性がある。欧米に販売するならば、「北海道だからできること」をさらに

強調すべき。（Mark氏） 

 和食は「旬」の時期が重なり、かつ素材によっては食べ方が限られてくる場合が多い（煮つけ、焼く、

鍋など）。そのため、顧客は飽きてしまう。基本的に洋食をメインにして、和食はツアーの中で 1回

～2 回程度あれば十分である。（中原氏・Philippe氏） 

 海外の顧客には食事制限がある場合が多い。それにいかに対応できるかが重要である。（Philippe氏・

Mark氏） 

 北海道の傾向として、食事の提供量が多い。同じ値段でも質を上げて提供する必要がある。もし可能

であるならば、席だけの予約で参加者が選べるようにしてほしい。（中原氏・Mark氏） 

 北海道は情報が交通の情報やアクティビティの情報が得にくい。そして、情報を得ても天候や地域事

情が本州と異なるため、分かりにくい。そのため、送客のための手間がかかる。中間に立ってくれる

旅行会社がいればいいが、手数料が多くを占めてしまうため、高くなり販売が難しい。 

（中原氏・Mark氏） 
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 AT ツアー評価シートによるチェックの結果 

 新型コロナウイルス感染症の影響で変更が生じた個所が多数あったが、網走～釧路の 6 日間の行程に

ついて、招請者からの意見をもとに評価シートの項目をチェックした結果は、下記のとおりである。 

【網走】 

AT ツアー評価 

シート（小分類） 

項目名 評価 

ターゲット設定 ・ターゲット設定の明確性 

・ターゲット設定の適切さ 

・ワイルドライフツアーというと、ハードな

フォトグラファーをイメージしがちである

が、実はそうではない。今回のようなアクテ

ィビティを楽しみつつ、野生生物観察をする

層が大半である。 

・ファミリーから大人のグループまで楽しめ

る内容だった。 

コンセプト・ス

トーリー 

・ツアーコンセプト設定 

・ストーリー設計 

・コンテンツの流れや順番 

・その体験をする意義 

・ツアー行程全体での緩急（メリ 

ハリ）の設計 

・流氷はこの土地ならではの商品であり、能

取岬スノーシューも網走湖のワカサギ漁＋ス

ノーシューも、この土地だからこそ体験でき

るものが凝縮していた。 

・北方民族博物館と濤沸湖水鳥・湿地センタ

ーの 2 つの施設が連続していた。確かに地域

情報を学ぶことは重要であるが、行程の組み

方を考える必要がある。 

AT3 要素 ・自然 

・アクティビティ 

・文化体験 

・産業とアクティビティ、野生生物を一度に

見ることができるアクティビティはここだ

け。氷下漁は工夫して見られるようにしてほ

しい。 

・能取岬スノーシューはプライベート感満載

のツアーである。自然の中で楽しめる体験で

ある。 

体験価値を引き

上げる要素 

・WOW ファクターの設計 

・ストーリーテリング 

・エンターテイメント 

・知識 

・流氷自体が WOW ファクター。 

ツアー設計 ・来日直後の疲労への配慮 

・来日直後の基本案内 

・快適さへの配慮 

・ツアー全体像の提示 

・ツアーに関わる日本の基礎説明 

・ツアーに関わる 

エリア・歴史の基礎説明" 

・その土地らしいおもてなし 

・コネクトリップでの食事はとても地域らし

さが出ていて、かつおいしかったので良いと

思った。産業についても知らなかった情報が

出てきて、とても勉強になった。 

・鶴雅のホテルも素晴らしい。しかし、ブッ

フェに洋食が少なく、その点が長期滞在する

上での懸念点である。 
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（お茶・お菓子・お酒等）" 

・その土地らしい食事の設定 

・食事でのインタラクションの設 

 計 

・その土地らしい宿泊施設 

コンテンツ設計 ・インフラの適切さ 

・ユニークさ 

・自己変革 

・心身の健康・健全への貢献 

・身体的な挑戦 

・心理的な挑戦 

・流氷カヤックはコンテンツとして素晴らし

いが、装備が貧弱である。 

・流氷を様々な角度で楽しむことができるツ

アーであり、この土地ならではの体験である。 

・ファミリーでも楽しむことができる難易度

である。 

サステナビリィ ・環境や社会へ過度など負担をか 

けていないか、もしくは最小化 

に努めているか 

・使い捨てプラスチック削減の努 

 力 

・行程内でのローカル消費の度合 

 い 

環境保護についてのレクチャーが十分にあり

（流氷硝子館）、サスティナビリティというよ

りは今後の自分たちの行動への気づきが得ら

れた。 

商談等の販売体

制 

・商談等の販売体制 

・パンフレット・商品情報整備 

・販売チャネル確保 

・提供可能時期 

・体験可能性の観点 

・北海道は本州とは季節がずれてしまうた

め、需要に合わせた季節の設定が必要（イギ

リスの場合は 3月～5月、10 月～11月が繁忙

期）。 

・実際にエージェントに販売するならば、2泊

～3 泊程度のコンテンツを作っていただき、

商談に持ってくるべき。その際は 2 泊は決ま

っているもので、3 泊目はオプションなどが

販売しやすい。 

・全てのアクティビティで何歳～何歳までの

対応しているアクティビティか、時期はいつ

からいつまでか、体重制限はあるのか、など

の情報をそろえられればすぐに販売すること

ができる。 

販売に耐えうる

商品設計 

・内容や強度のオプション設定 

・食事の好みや宗教等への対応 

・インタラクティブな体験設計 

・アクティビティ要素の追加 

・その土地らしさ 

・自然と文化が融合した体験 

・地元の人との触れ合い 

・体験内容・強度の適切さ 

・主に販売している層は AT ビギナー。そのた

め、難易度がちょうどよいアクティビティば

かりである。 

・ホテルも洋食が少なく、夜ご飯も海鮮や和

食が続き、かつ量が多いため、食事制限が多

い欧米の顧客に向けて選択の余地を作ってほ

しい。 

・アクティビティは、産業や自然を楽しむ手



 

97 

 

・レベル設定に合わせた適切なチ 

ャレンジ要素設定 

段、という点がとても興味深く、顧客も喜ぶ

体験である。 

PSA/DOA として

の品質確保 

・手配書/申込書；Operation Sheet 

の英語版 

・参加者への最小限の情報シー 

ト；MIC – Minimum Information 

to Client の整備 

・安全に関する免責事項の確認書 

類；Safety disclaimer の整備 

・ファーストエイドの資格 

・ファーストエイド設備 

・体力的な問題への対応 

・欧米顧客サイズへの対応 

・使用ギアの品質・新しさ等 

・プラン Bの用意（代替策） 

・MIC、Disclaimer の英語整備 

・緊急行動計画；EAP - Emergency 

Action Plan の整備 

・英語対応 

・英語ができるガイドが重要（ガイドはアク

ティビティガイド・スルーガイド問わず）。ガ

イドの質によって販売できるか否かが判断さ

れることが多い。 

・特に流氷カヤックであるが、装備の貧弱さ

が目立つ。 
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【釧路】 

AT ツアー評価 

シート（小分類） 

項目名 評価 

ターゲット設定 ・ターゲット設定の明確性 

・ターゲット設定の適切さ 

・ワイルドライフツアーというと、ハードな

フォトグラファーをイメージしがちである

が、実はそうではない。タンチョウを見るこ

とができれば満足してしまう、ビギナー層が

大半を占める。 

・ファミリーから大人のグループまで楽しめ

る内容だった。 

コンセプト・ス

トーリー 

・ツアーコンセプト設定 

・ストーリー設計 

・コンテンツの流れや順番 

・その体験をする意義 

・ツアー行程全体での緩急（メリ 

ハリ）の設計 

・釧路市立博物館は素晴らしい施設であった

が、訪れる意味を見出せなかった。それ以上

の情報を、美幌峠の見学やアクティビティを

通して学ぶことができたため。 

AT3 要素 ・自然 

・アクティビティ 

・文化体験 

この行程では、十分に野生生物を楽しむこと

ができた。 

体験価値を引き

上げる要素 

・WOW ファクターの設計 

・ストーリーテリング 

・エンターテイメント 

・知識 

・タンチョウはこの地域にしかいない鳥。 

・猛禽類医学研究所は、人と自然が近い北海

道ならではの施設である。 

ツアー設計 ・来日直後の疲労への配慮 

・来日直後の基本案内 

・快適さへの配慮 

・ツアー全体像の提示 

・ツアーに関わる日本の基礎説明 

・ツアーに関わる 

エリア・歴史の基礎説明" 

・その土地らしいおもてなし 

（お茶・お菓子・お酒等）" 

・その土地らしい食事の設定 

・食事でのインタラクションの設 

 計 

・その土地らしい宿泊施設 

・網走～釧路の長いドライブの間に美幌峠

や、地元のコンビニであるセイコーマートに

立ち寄ったりと、疲労に配慮すると同時にそ

の土地だからこそ体験できる立ち寄り場所を

設定頂いた。 

・大雪による交通障害や公共交通機関の運行

があまり多くないことも踏まえると、送客の

ために勉強が必要であると感じた。 

・本州とは季節が違うため、うまく需要がは

まるかどうかが鍵である。 

コンテンツ設計 ・インフラの適切さ 

・ユニークさ 

・自己変革 

・心身の健康・健全への貢献 

保護されているタンチョウを見ることができ

たり、猛禽類医学研究所のような野鳥を保護

する施設を見ることができる等、この行程で

なければ体験できない事柄を体験できた。十
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・身体的な挑戦 

・心理的な挑戦 

分ビギナー向けのバードウオッチングのルー

トとして使うことができる。 

サステナビリィ ・環境や社会へ過度など負担をか 

けていないか、もしくは最小化 

に努めているか 

・使い捨てプラスチック削減の努 

 力 

・行程内でのローカル消費の度合 

 い 

環境保護についてのレクチャーが十分にあ

り、サスティナビリティというよりは今後の

自分たちの行動への気づきが得られた。 

商談等の販売体

制 

・商談等の販売体制 

・パンフレット・商品情報整備 

・販売チャネル確保 

・提供可能時期 

・体験可能性の観点 

・北海道は本州とは季節がずれてしまうた

め、需要に合わせた季節の設定が必要（イギ

リスの場合は 3月～5月、10 月～11月が繁忙

期）。 

・実際にエージェントに販売するならば、2泊

～3 泊程度のコンテンツを作っていただき、

商談に持ってくるべき。その際は 2 泊は決ま

っているもので、3 泊目はオプションなどが

販売しやすい。 

・エージェントに販売する際は、アクティビ

ティの内容も必要だが、体験できる年齢・身

長・体重・何らかの制限などの基礎情報も必

要である。 

販売に耐えうる

商品設計 

・内容や強度のオプション設定 

・食事の好みや宗教等への対応 

・インタラクティブな体験設計 

・アクティビティ要素の追加 

・その土地らしさ 

・自然と文化が融合した体験 

・地元の人との触れ合い 

・体験内容・強度の適切さ 

・レベル設定に合わせた適切なチ 

ャレンジ要素設定 

・主に販売している層は AT ビギナー。そのた

め、難易度がちょうどよいアクティビティば

かりである。 

・和商市場では地域の人々とのふれあいがあ

り、面白かった。 

PSA/DOA として

の品質確保 

・手配書/申込書；Operation Sheet 

の英語版 

・参加者への最小限の情報シー 

ト；MIC – Minimum Information 

to Client の整備 

・安全に関する免責事項の確認書 

類；Safety disclaimer の整備 

・ファーストエイドの資格 

・英語ができるガイドが重要（ガイドはアク

ティビティガイド・スルーガイド問わず）。ガ

イドの質によって販売できるか否かが判断さ

れることが多い。 
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・ファーストエイド設備 

・体力的な問題への対応 

・欧米顧客サイズへの対応 

・使用ギアの品質・新しさ等 

・プラン Bの用意（代替策） 

・MIC、Disclaimer の英語整備 

・緊急行動計画；EAP - Emergency 

Action Plan の整備 

・英語対応 

 

 

 

 

 

 

 

2.6.5.1. モニターツアー スルーガイドチェックシートによるチェック結果 

 被招請者からの意見とツアー催行中の様子をもとに、スルーガイドチェックシートによるチェックを

行ったところ、下記のような内容にまとめることができた。 

 

＜総評＞ 

項目 内容 

旅程管理 旅程管理主任者の資格を持っていない。 

旅程管理の知識がないように見受けられる。 

英語対応 普段英語で案内していたとしても、文化や産業に関する語彙・説明する

能力、自然に関する語彙が不足していた。今後は、専門の人材を招いて

実地での案内研修を行っていく必要がある。 

安全管理 いざというときの医療体制の把握はできていたが、救急救命に関する知

識の不足や、顧客に対し提供する情報が不足していた。 

コーディネート 行程変更の手配やツアーの催行において、地域の中での連携は問題がな

いように思われる。 

コミュニケーション ガイド経験がない候補者たちについては、英語力含めてグループマネジ

メントやインタープリテーション等の能力が足りない状態であった。 

サステナビリティへの配慮 地域の人々との連携が見られ、地域経済への貢献については問題なし。 

また、フレデリック氏と荒木氏については知床五湖引率者資格を持って

いるため、各種自然保護に関する法令の理解がある。 

しかし、それ以外のガイドについては、各種自然公園法や文化財に対す

る知識の有無は確認できなかった。 

プラスチックやペットボトルの使用は見られなかった。 

 



 

101 

 

■受け入れを終えて、各 DMOからの感想 

（一社）網走市観光協会 戸村氏 

※モニターツアーの当日は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響のため不参加。そのため、メールにて

意見交換の内容を共有。 

・厳しい環境下で何とか終了できたことが、まずよかった。 

・頂いた意見は本当に貴重なもの。実際にやってみた方でなければ出てこない意見。 

・全てに応えていくと地域らしさがなくなってしまうため、参考にする意見を選別する必要があるが、今 

後のために活かしたい。 

 

（一社）釧路観光コンベンション協会 細川氏 

・モニターツアーも、スルーガイド研修もとても勉強になった。 

・スルーガイド研修については、実際に外国人 FITの受入をしている益山氏の意見やガイド内容を聞け 

たことが、これからの商品造成や研修事業の企画のために役に立つと感じた。橘さんも芳賀さんも課題 

点の発見や、これからの勉強に多いに役に立ったことだろうと思う。 

・また、モニターツアーについても、実際の旅行会社からの意見を聞く機会ができて、とても有意義な時 

間であった。 

・本来の旅行会社としての活動はしていないため、海外の旅行会社に販売するのは当面の間難しいと感 

じている。ただ、魅力あるコンテンツ造成に取り組んでいき、国内の旅行会社と更なる連携を深めてい 

きたいので、今回学んだことを活かしていきたい。 
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 販売体制の構築 

両 DMOの現状を踏まえて、当面の販売体制と今後の体制について検討した。 

 （一社）網走市観光協会については、現状地域限定旅行業を取得してはいるが、現状人手不足であるこ

とに加え、周囲の商品（アクティビティだけでなく、飲食や宿泊も含めて総合的に）を組み合わせて販売

できる体制ではないため、AT商品を造成・販売できる体制にないことがわかった。 

 同様に、（一社）釧路観光コンベンション協会についても、現状第 3 種旅行業に登録してはいるものの、

業務範囲が釧路エリア全体を包括することができず、広域にわたる旅行商品の造成・販売をできる体制で

はないことがわかった。 

 

■（一社）網走市観光協会 

【当面の販売体制】 

 現状は、プロモーション事業、飲食店とのイベント事業などに力を入れており、AT 関係の商品造成・

販売の取組はあまりなされていない。そのため、AT 関係の知識の蓄積が薄く、造成や販売体制に課題が

見られる。 

 そのため、協議の結果、上記より、（一社）網走市観光協会は今回の事業ノウハウを活かし、地域のコ

ンテンツ造成・手配を担っていくこととし、海外への販売は委託事業者が行うことで、役割分担を行うこ

ととした。 

 

【将来的な販売体制】 

 更なる地域内の連携を強化し、現状造成しているサイクリング商品などの AT商品の造成に取り組むこ

とを将来的な目標とする。販売については専門人材を配置し、AT 専門の旅行会社への営業力強化を図っ

ていくことを将来的に目指していく。 

 

 

 

 

 

 

（一社）網走市観光協会 旅行会社

個人旅行者連
携

網走市内

飲食店 宿泊 交通

施設 景観 一次
産業者 自然

プログラム造成

マーケティング

専門人材
を配置等
で強化

AT関係のマーケ
ティング強化・

AT商品造成

将来

更なる連携
強化

ガイド
事業者
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■（一社）釧路観光コンベンション協会 

【当面の販売体制】 

 上記より、（一社）釧路観光コンベンション協会は今回の事業ノウハウを活かし、地域のコンテンツ造

成・手配を担っていくこととし、海外への販売は委託事業者が行うことで、役割分担を行うこととした。 

 また、地域内の既に ATに取り組んでいるガイド事業者との連携が薄いため、その強化に取り組み、AT

商品造成を強化していくこととした。 

 

【将来的な販売体制】 

 3 種旅行業の状態では釧路エリア全土をカバーできないため、今後は 2種旅行業取得を目標とし、域内

全域の商品造成・販売に取り組むことができる状態を目指す。同時に、AT 商品造成のための知識を増や

し、スルーガイドの育成にも取り組み、AT 商品だけでなくスルーガイドも合わせた手配ができる状態を

目標とする。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）釧路観光コンベンション協会 旅行会社

個人旅行者連
携

・各種アクティ ビティ
・スルーガイド
・コンテンツ
・ホテル 等

・各種アクティ ビティ
・コンテンツ
・スルーガイド
・ホテル 等

釧路エリア

飲食店

各種
ガイド

宿泊 交通

施設 景観 一次
産業者

自然

プログラム造成

マーケティング

専門人
材を配
置等で
強化

マーケティング力
強化

地域と
の関係
強化

将来

N PO法人
阿寒観光協会まちづく り推進機構 （一社）摩周湖観光協会

2種登録に
よるエリア全体

のカバー

スルーガイドの
育成
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3. 本事業のまとめと総括 

 

 今回の事業は、冬季 ATツアーの造成、各地域におけるコーディネーター及びスルーガイドの育成並び

に販売体制の構築を目的として実施した。 

 

ツアー造成については、網走は「流氷」、釧路は「湿原」という両地域の特色ある自然を背景とし、野

鳥を中心とした野生動物観察をコンセプトに据えてツアーを組み立て、専門家の意見やモニターツアー

の被招請者からのフィードバック、海外の ATツアーを取り扱っている旅行会社からの意見を反映し、各

地域で３泊のツアーを１件造成することができた。加えて、両地域のツアーを同じコンセプトで繋いだ５

泊のツアー１件も造成することができた。 

 

各地域においてツアーを組み立てていく中で、AT ツアー造成におけるコーディネーターの役割や必要

な手順や考え方について、スルーガイドとの打合せやモニターツアーにおける被招請者との意見交換な

どにより、各ＤＭＯが知識を深めることができた。 

スルーガイドについても、研修やモニターツアーを通して、ツアーの体験価値を高めるために必要なス

ルーガイドの役割と重要性について、スルーガイド候補者とコーディネーターとの認識を合わせること

ができ、候補者にとって貴重な経験となった。また、ツアー組み立て段階における各コンテンツ提供者と

の事前調整が重要であることが確認され、今後のツアー催行に向けて、地域での連携をさらに強化すると

いう方向性が見えたことと思う。 

 

販売体制については、各地域における課題を整理し解決すべきポイントを明確にした上で販売体制を

検討した結果、当面は各地域のコーディネーターが商品造成を行い、販売については、インバウンドを中

心としたテーラーメイドの旅行商品を扱っている旅行会社である委託事業者を窓口として構築した。 

今後、各ＤＭＯが経験を積んでいくことで、将来的には AT旅行商品の販売もできるコーディネーター

組織を目指すこととした。 

 

以上の成果が得られた一方で、いくつかの課題も明らかになった。 

まず、コーディネーターについて、個々のアクティビティの手配はできるものの、飲食店に対して顧客

の趣向に合わせた料理提供を依頼することや、スルーガイドに適切な情報を与えるなどの、実際のツアー

催行の際に必要となる対応について経験が不足していることに加え、アクティビティなどをストーリー

に乗せて組み立てツアー化するために必要な海外の旅行者の趣向に対する知識の不足が感じられた。 

もう一つは、ツアーを高付加価値化するためにはスルーガイドの役割が非常に大きいが、顧客の要望を

叶えつつ、地域の魅力を存分に伝えることができるスルーガイドがまだまだ足りないことが改めて感じ

られた。 

 

いずれの課題も、単に知識を習得すれば解決できることではなく、実践を重ねることによって徐々に解

消されると考えられる。そのため、今後はより多様な人材の巻き込みや関係者間の連携強化を図ることの

ほか、セミナーや実地研修などによる人材育成を実施することが効果的である。本事業は、商品造成の過

程で各地域の関係者がコーディネーターとして自立することを目指してきたものであり、各地域におい

て本事業で得られた知見を活かし、上記の取組を継続的に行うことが望まれる。 
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本事業における各事業内容はスケジュール通り順調に行われ、モニターツアーも急な行程変更以外は

ほぼ予定どおり最後まで催行した。現地においては、新型コロナウイルス感染症対策に万全を尽くした上

で実施し、参加者から感染症発生の連絡は無く、安全な状態で事業を終了することができた。 

ご協力いただいた関係者及び参加者の皆様にこの場を借りてお礼申し上げる。 

 

以上 


